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群馬大学大学教育・学生支援機構は平成 18年度に発足し, 主に大学教育の企画・運営・改善・評価を

担当する大学教育センター, 大学教育センター学部教務委員会に属していた外国語教育部会と国際セン

ターに属していた国際交流委員会に加えて, さらにグローバル人材育成推進委員会をも統合することに

より令和 5年度に新たに設置したグローバルイニシアチブセンター, 学生の大学生活・就職活動を支援

する学生支援センター, 入学者選抜と学生募集に係る広報を担当するアドミッションセンター, 学生及

び大学教職員の心身の健康保持増進を図る健康支援総合センター，大学教育全体の改革を推進する教育

改革推進室の 5センター・１室で構成されています。令和 2年度には, 教育の内部質保証を推進し, 教

育内容・教育方法改善・成績評価等の組織的チェックを強化するために教育アセスメント委員会を設置

し, その後, オープンバッジ管理室も設置致しました。総合情報メディアセンターも, 学生の修学に必

須の組織として本機構と連携して活動しております。これら全ての組織は, 群馬大学の教育業務を基幹

的に担う重要な組織です。 

 

令和 5年度は, 6年間に亘って新たに始まる第四期中期目標の 2年目の年度になります。以前に構築

した大学教育, 人材育成の充実に向けた教学マネジメント体制に基づいて, 令和 5年度でも大学教育の

内部質保証のＰＤＣＡサイクルによる自己点検を実施して, 教育改善の取組みを引き続いて実施しまし

た。他方, 大学全体においても, 群馬大学教育学部と宇都宮大学教育学部の両学部の緊密な連携・協力

に基づいた共同教育学部を令和 2年度に設置し, 続いて令和 3年度には, これからの社会に欠かせない

データサイエンスを担う人材育成を目指した文理融合型の情報学部を設置致しました。さらに, 令和 3

年度は文部科学省から認定を受けた「数理・データサイエンス・AI教育プログラム(リテラシーレベル)」

を, 令和 4年度以降は「数理・データサイエンス・AI教育プログラム(リテラシーレベル)プラス」を実

施しています。これは新入生全員を対象とした必修の教育プログラムです。さらに令和 5年度には文部

科学省から新たに認定を受けた「数理・データサイエンス・AI教育プログラム(応用レベル)」も実施し

ております。 

 

本学の教育・研究の質を更に一層高め, 本学が地域に根ざした知的な創造を通じて世界の最先端へと

チャレンジし, 社会と連携して 21 世紀を切り開いていく大学であることを地域社会に示す必要があり

ます。そして，令和 5年度における取り組みをここに纏め, その総括と課題の摘出を進めていくために

も本報告書を作成することには大きな意義があります。報告書を纏め, 評価と企画の基礎となるデータ

の系統的整理を行っていくことは, 教学のＰＤＣＡサイクルを実行していく上でも基本となる作業で

す。 

 

 最後になりましたが, 本報告書の作成に当たり, 編集にご協力を戴いた教職員の方々, また執筆して

戴いた教職員の方々に深く感謝申し上げます。 
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  委員 尾崎 広明 大学教育センター 副センター長 
    

大学教育センター学部教務委員会  

 委員長 渡辺 秀司 センター長 

  委員 尾崎 広明 副センター長 

  委員 大庭 志野 教養教育部会長 
  委員 佐野 史 共同教育学部教務委員長 
  委員 伊藤 賢一 情報学部教務委員長 
  委員 茂木 精一郎 医学部医学科教務委員長 
  委員 久田 剛志 保健学科教育課程専門委員長 
  委員 天谷 賢児 理工学部教務委員長 
  委員 笠井 好之 学務部長 

 
 委員 飯島 睦美 グローバルイニシアチブセンター 

センター長 
  委員 二宮 祐 教育改革推進室 
    

大学教育センター大学院教務委員会  

 委員長 渡辺 秀司 大学教育センター センター長 

  委員 尾崎 広明 大学教育センター 副センター長 
  委員 渡部 孝子 教育学研究科修士課程長 
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  委員 
音山 若穂 教育学研究科専門職学位課程運営委

員長 
  委員 河島 基弘 社会情報学研究科学務委員長 

  委員 
南嶋 洋司 医学系研究科生命医科学専攻教務委

員長 
  委員 岩瀬 明 医学系研究科医科学専攻教務委員長 
  委員 齋尾 征直 保健学研究科教務委員長 
  委員 荒木 幹也 理工学府教務委員長 
  委員 笠井 好之 学務部長 

 
 委員 飯島 睦美 グローバルイニシアチブセンター 

センター長 
  委員 青木 悠樹 数理データ科学教育研究センター長 
  委員 鳥居 征司 食健康科学教育研究センター 
  委員 二宮 祐 教育改革推進室 
    

大学教育センター教養教育部会  

 部会長 大庭 志野 教養教育部会長 
  部会員 齋江 貴志 共同教育学部 
  部会員 岩井 淳 情報学部 
  部会員 茂木 精一郎 医学系研究科 
  部会員 小澤 厚志 保健学研究科 
  部会員 丸山 真一 理工学府 
  部会員 松尾 一郎 科目委員会委員長 
  部会員 齋藤 周 科目委員会委員長 
  部会員 鈴木 裕之  科目委員会委員長 
  部会員 中雄 勇人 科目委員会委員長 
  部会員 青山 雅史 科目委員会委員長 
  部会員 住吉 吉英 科目委員会委員長 
  部会員 飯島 睦美 グローバルイニシアチブセンター長 
  部会員 渡辺 秀司 理工学府 
  部会員 尾崎 広明 理工学府 
  部会員 牧原 功 グローバルイニシアチブセンター 
  部会員 佐藤 幸市 生体調節研究所 
  部会員 二宮 祐 教育改革推進室 
    

科目委員会：学びのリテラシー委員会  

 委員長 松尾 一郎 理工学府 
  委員 伊東 陽 共同教育学部 
  委員 永野 清仁 情報学部 
  委員 小澤 厚志 保健学研究科 
  委員 小林 正行 共同教育学部 
  委員 大塚  岳 情報学部 
  委員 和田 直樹 医学系研究科 
  委員 武野 宏之 理工学府 
  委員 渡邊 知釈 グローバルイニシアチブセンター 
    

科目委員会：総合科目委員会  

 委員長 齋藤 周 共同教育学部 
  委員 大野 富彦 情報学部 
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  委員 松崎 利行 医学系研究科 
  委員 米山 賢 理工学府 
  委員 金田 仁秀 共同教育学部 
  委員 小竹 裕人 情報学部 
  委員 上宮 英之 保健学研究科 
  委員 村岡 貴子 理工学府 
    

科目委員会：データ・サイエンス委員会  

 委員長 鈴木 裕之 数理データ科学教育研究センター 
  委員 山本 亮介 共同教育学部 
  委員 長井 歩 情報学部 
  委員 齋藤 勇一郎 医学系研究科 
  委員 田中 勇樹 理工学府 
  委員 寺嶋 容明 共同教育学部 
  委員 柴田 博仁   情報学部 
  委員 豊村 暁 保健学研究科 
  委員 金井 昌信 理工学府 
  委員 濵元 信州 総合情報メディアセンター 
    

科目委員会：スポーツ・健康委員会  

 委員長 中雄 勇人 共同教育学部 
  委員 柿本 敏克 情報学部 
  委員 田鹿 毅 保健学研究科 
  委員 半谷 禎彦 理工学府 
  委員 田井 健太郎 共同教育学部 
  委員 木山 慶子 共同教育学部 
    

科目委員会：人文・社会科学委員会  

 委員長 青山 雅史 共同教育学部 
  委員 藤井 正希 情報学部 
  委員 山本 康次郞 医学系研究科 
  委員 丸山 真一 理工学府 
  委員 山崎 法子 共同教育学部 
  委員 柿本 敏克 情報学部 
  委員 江良 亮 情報学部 
  委員 村田 祥子 保健学研究科 
    

科目委員会：自然科学委員会  

 委員長 住吉 吉英 理工学府 
  委員 大下 達也 共同教育学部 
  委員 石川 真一 情報学部 
  委員 鯉淵 典之 医学系研究科 
  委員 森本 英行 理工学府 
  委員 高江洲 俊光 理工学府 
  委員 岩﨑 博之 共同教育学部 
  委員 西村 尚之 情報学部 
  委員 牧野  孝俊 保健学研究科 
  委員 鹿野 豊 理工学府（～R5.9） 
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  委員 高橋 浩 理工学府（R5.10～） 

    

大学教育センター大学院授業英語化推進部会 

 部会長 若井 明彦 理工学府 

  部会員 佐藤 浩一 共同教育学部 

  部会員 河島 基弘 情報学部 

  部会員 川辺 浩志 医学系研究科 

  部会員 齊尾 征直 保健学研究科 

  部会員 荒木 幹也 理工学府 

   部会員 フーゲンブーム・レイモンド 大学教育・学生支援機構 

  部会員 越智 貴子 大学教育・学生支援機構 

    

グローバルイニシアチブセンター運営会議  

 委員長 飯島 睦美 センター長 

 委員 ネウパネ・プラミラ 副センター長 

 委員 牧原 功 副センター長 

 委員 郡司 明子 共同教育学部 

 委員 荒木 徹 情報学部 

 委員 和田 直樹 医学系研究科 

 委員 李 範爽 保健学研究科 

 委員 海野 雅史 理工学府 

 委員 稲垣 毅 生体調節研究所 

 委員 越智 貴子 グローバルイニシアチブセンター 

 委員 笠井 好之 学務部長 

    

学生支援センター運営委員会  

 委員長 林  邦彦 センター長 
  委員 結城 恵 副センター長 
  委員 五味 洋一 副センター長 
  委員 金澤 貴之 共同教育学部 
  委員 山口 陽弘 共同教育学部 
  委員 井門 亮 情報学部 
  委員 滝沢 琢己 医学系研究科 
  委員 菊地 千一郎 保健学研究科 
  委員 金井 昌信 理工学府 
  委員 関戸 明子 共同教育学部 
  委員 坂本 和靖 情報学部 
  委員 鯉淵 典之 医学系研究科 
  委員 近藤 浩子 保健学研究科 
  委員 笠井 好之 学務部長 
  委員 竹内 一夫 健康支援総合センター 
    

学生支援センター学生相談・生活部会  

 部会長 結城 恵 学生支援センター 副センター長 
  部会員 五味 洋一 学生支援センター 副センター長 
  部会員 金澤 貴之 共同教育学部 
  部会員 山口 陽弘 共同教育学部 
  部会員 井門 亮 情報学部 
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  部会員 滝沢 琢己 医学系研究科 
  部会員 菊地 千一郎 保健学研究科 
  部会員 金井 昌信 理工学府  
  部会員 渡辺 秀司 理工学府 
  部会員 竹内 一夫 健康支援総合センター 
  部会員 松田 デレク グローバルイニシアチブセンター 
  部会員 笠井 好之 学務部長 
  部会員 宮﨑 博子 健康支援総合センター 
    

学生支援センターキャリアサポート室  

 室長 結城 恵 学生支援センター 副センター長 

 副室長 坂本 和靖 情報学部 
  室員 五味 洋一 学生支援センター 
  室員 関戸 明子 共同教育学部 
  室員 鯉淵 典之 医学系研究科 
  室員 近藤 浩子 保健学研究科 
  室員 金井 昌信 理工学府 
  室員 笠井 好之 学務部長 
  室員 牧原 功 グローバルイニシアチブセンター 
    

アドミッションセンター運営会議  

 委員長 板橋 英之 アドミッションセンター長 

  栗原 淳一 副センター長 

  宮本 俊一 副センター長 

  飯塚 桐子 アドミッションコーディネータ 

  佐々木 斎人 アドミッションコーディネータ 

    

入学試験委員会   

 委員長 板橋 英之 アドミッションセンター長 
  委員 栗原 淳一 副センター長 
  委員 濵田 秀行 共同教育学部 
  委員 杉山 学 情報学部 
  委員 浜崎 景 医学系研究科 
  委員 臼田 滋 保健学研究科 
  委員 三輪 空司 理工学府 
  委員 宮本 俊一 副センター長 
  委員 飯塚 桐子 アドミッションセンター 
  委員 佐々木 斎人 アドミッションセンター 
    

高大連携・学生募集広報委員会  

 委員長 板橋 英之 アドミッションセンター長 

  委員 栗原 淳一 副センター長 
  委員 宮本 俊一 副センター長 
  委員 田井 健太郎 共同教育学部 
  委員 小竹 裕人 情報学部 
  委員 岸  美紀子 医学系研究科 
  委員 内田 陽子 保健学研究科 
  委員 天羽 雅昭 理工学府 
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  委員 弓仲 康史 理工学府 
  委員 フーゲンブーム・レイモンド グローバルイニシアチブセンター 
  委員 飯塚 桐子 アドミッションセンター 
  委員 佐々木 斎人 アドミッションセンター 
    

健康支援総合センター運営委員会  

 委員長 齋藤 繁 センター長 
  委員 竹内 一夫 副センター長 
  委員 宮﨑 博子 健康支援総合センター 
  委員 山口 陽弘 共同教育学部 
  委員 井門 亮 情報学部 
  委員 滝沢 琢己 医学系研究科 
  委員 菊地 千一郎 保健学研究科 
  委員 金井 昌信 理工学府 
  委員 長谷川 靖彦 総務部長 
  委員 笠井 好之 学務部長 
  委員 大和 啓子 グローバルイニシアチブセンター 
    

教育改革推進室   

 室長 林  邦彦 室長 
 副室長 渡辺 秀司 副室長 
  室員 二宮 祐 教育改革推進室 
  室員 音山 若穂 共同教育学部 
  室員 加藤 毅 情報学部 
  室員 岩瀬 明 医学系研究科 
  室員 齋尾 征直 保健学研究科 
  室員 越智 貴子 グローバルイニシアチブセンター 
  室員 幾田 英夫 大学教育・学生支援機構 

    

教育アセスメント委員会  

 委員長 林  邦彦 大学教育・学生支援機構 機構長 

 副委員長 渡辺 秀司 大学教育・学生支援機構 副機構長 

 委員 佐野 史 共同教育学部 

  委員 伊藤 賢一 情報学部 

  委員 岸 美紀子 医学系研究科 

  委員 久田 剛志 保健学研究科 

  委員 天谷 賢児 理工学府 

  委員 笠井 好之 学務部長 

  委員 佐々木 伸雄 生体調節研究所 

  委員 高波 幸代 グローバルイニシアチブセンター 

  委員 鈴木 裕之 数理データ科学教育研究センター 

  委員 鳥居 征司 食健康科学教育研究センター 
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1.3 教員による地域貢献事業 

教員名 活動内容 実施日 

飯島 睦美 
群馬県ユネスコ連絡協議会講師 2023年 5月 21日 

飯島 睦美 
群馬県ひまわり学習会講師 2023年 7月 8日 

飯島 睦美 
神奈川 LD協会セミナー講師 2023年 7月 31日 

飯島 睦美 
筑波大学附属桐が丘特別支援学校英語指導支援

（オンライン指導含む） 

2023年 7月 23日，7

月 30日 

飯島 睦美 
安中碓氷ユネスコ協会シンポジウム講師 2023年 10月 21日 

飯島 睦美 
群馬県立太田高校講演 2023年 11月 17日 

飯島 睦美 
埼玉県高等学校英語教育研究会英語劇発表会審査

員 

2023年 12月 15日 

飯島 睦美 

群馬県立玉村高校学習支援・授業指導 2023年 5月 10日, 5

月 17日, 6月 7日, 

6 月 14 日, 6 月 21

日, 7月 5日, 9月 6

日, 11月 29日, 3月

6日  

飯島 睦美 

群馬県観光物産国際協会評議員 2023年 6月 12日, 6

月 28 日, 2024 年 3

月 6日 

飯島 睦美 
前橋市国際交流協会評議員 2023 年 4 月 18 日,5

月 21日,11月 21日 

飯島 睦美 
小学校英語教育学会ﾌﾞﾛｯｸｾﾐﾅｰ開催 2024年 2月 4日 

越智 貴子 

群馬県庁、富岡市、ベトナム外交学院との共催

「働く・観光する」外国人に選ばれる街づくり国

際セミナーの企画・実施 

2024 年 2 月 17 日～

2月 18日 

竹内 一夫 
群馬地方労働審議会・会長代行 

～令和 6 年 9 月 30 日 

竹内 一夫 
群馬県障害者雇用対策プロジェクトチーム・座長 

 

竹内 一夫 
全国大学メンタルヘルス学会・理事 

 

竹内 一夫 
全国大学保健管理協会・評議員 

 

竹内 一夫 
前橋市教育委員会学校問題対策委員 
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竹内 一夫 
群馬産業保健総合支援センター・相談員兼評価委

員  

竹内 一夫 
群馬職域メンタルヘルス交流会・幹事 

 

竹内 一夫 
北関東医学会・評議員 

 

竹内 一夫 
全国大学保健管理協会関東甲信越地方部会・評議

員  

竹内 一夫 
群馬テレビ「ビジネスジャーナル」コメンテータ

ー「職場のメンタルヘルス～産業医を知ろう！」 

2023年 9月 1日 

竹内 一夫 
NHK「ほっとぐんま６３０」受験生の睡眠について

の医学的助言 

2024年 1月 16日 

竹内 一夫 

医療ポータルサイト「m3.com」地域ニュース,竹内

一夫・群馬大学健康支援総合センター教授に聞く

◆Vol.１＆◆Vol.２ 

2024年 1月 19日,26

日 

陳 雲蓮 

神奈川大学非文字資料研究センター 

一般公開学術講演： 

「近代上海港の発展と黄浦江の航路整備」 

2023 年 6 月 23 日 

陳  雲蓮 

拓殖大学「震災復興百年の大計を考えるシンポジ

ウム」登壇者：「後藤新平の関わった港湾復興事

業―関東大震災における横浜港の被災と復興に考

える―」 

2023 年 9 月 30 日 

陳  雲蓮 
総社市の旧養蚕農家における登録有形文化財の登

録補助業務 
2024 年 2 月 14 日 

二宮  祐 
群馬県・OECD（経済協力開発機構）「社会情動的

スキルに関する調査」クオリティマネージャー 
2023 年 5 月～8 月 

牧原 功 
文化庁 関東・甲信越ブロック日本語教師養成・研

修推進拠点整備事業 連絡協議会委員 
通年 

牧原 功 
「グローカル・ハタラクラスぐんま」プロジェク

ト推進室委員 
通年 

牧原 功 
群馬大学公開講座「地域における日本語支援」支

援講座 
2023 年 9 月 9 日 

松田 デレク 
群馬大学公開講座「地域における日本語支援」支

援講座 

2023 年 8 月 19 日、26

日 

宮﨑 博子 群馬地方労働審議会 公益代表委員 
2023 年 11 月 13 日

2024 年 3 月 5 日 

大和 啓子 
群馬大学公開講座「地域における日本語支援」支

援講座 
2023 年 9 月 2 日 

結城  恵 
法務省出入国在留管理庁「総合的な支援をコーデ

ィネートする人材の役割等に関する検討会」委員 
通年 

結城  恵 
法務省出入国在留管理庁「外国人支援コーディネ

ータの養成のあり方に関する検討会」委員 
通年 
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結城  恵 
文部科学省「留学生就職促進プログラム」委員会

委員 
通年 

結城  恵 
文部科学省「外国人学校における保健衛生環境整

備事業」委員会委員 
通年 

結城  恵 

文化庁「生活者としての外国人」のための日本語

教育事業地域日本語教育スタートアッププログラ

ム 地域日本語教育アドバイザー 

通年 

 

結城  恵 群馬県「産業振興基本計画推進有識者会議」委員 通年 

結城  恵 群馬県「ぐんま SDGs 推進ネットワーク」委員 通年 

結城  恵 前橋市社会教育委員会委員 通年 

結城  恵 渋川市 総合計画審議会副会長 通年 

結城  恵 
公益財団法人全国市町村研修財団 全国市町村国際

文化研修所(JIAM)教科問題研究会委員 
通年 

結城  恵 

「グローカル・ハタラクラスぐんま」コンソーシ

アム（文部科学省「留学生就職促進プログラム」）

委員 

通年 

結城  恵 

留学生就職促進プログラム  GHKG カリキュラム

部会 部会長 GHKG インターンシップ部会委員 

GHKGビジネス日本語部会委員 

通年 

結城  恵 

【文化庁「生活者としての外国人」のための日本

語教育事業フォローアップ事業】 

「ハタラクラスぐんま」地域日本語教室 教材開

発プロジェクト 

通年 

結城  恵 

【文部科学省科学技術振興調整 群馬大学・群馬

県「多文化共生推進士」養成ユニット フォロー・

アップ事業】 

「多文化共生推進士」へのヒアリング調査・フォ

ローアップ研修 

通年  

 

結城 恵 
JP-MIRAI自治体・国際交流協会等勉強会第 4回

「モデル事業から考える特定技能と地域定着」 
2023 年 4 月 24 日 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向け 「ビジネス日本語Ⅰ」「ビジネス日本語

Ⅱ」「ビジネス日本語Ⅲ」の提供 

2023 年 5 月～7 月 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向け キャリア教育「地域協働のまちづくり」

の提供 

2023 年 5 月～7 月 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向け キャリア教育「グローカル地域創生と企

業」 の提供 

2023 年 5 月～7 月 

結城  恵 
就職支援ワークショップ「語ろう！聴こう！就職

活動の実際ってどうなってるの？」 
2023 年 12 月 18 日 
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結城  恵 
G7 日アセアン司法外交閣僚フォーラム特別イベン

ト 
2023 年 7 月 6 日 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向け「ビジネス日本語フォローアップセミナ

ー」 

2023 年 8 月～ 

2024 年 2 月 

結城  恵 群馬市民大学講座 2023 年 9 月 5 日 

結城  恵 外国人材の受入に関する円卓会議 
2023 年 9 月 25 日 

2024 年 1 月 25 日 

結城  恵 
全国市町村国際文化館収書（JIAM）開講 30周年記

念セミナー 
2023 年 10 月 6 日 

結城  恵 公益社団法人前橋青年会議所 10月例会 2023 年 11 月 21 日 

結城  恵 

神戸国際コミュニティセンター×大学連携 

国際都市 KOBE推進シンポジウム 

KOBEで世界とつながるアクション公開検討会 

2023 年 12 月 2 日 

結城  恵 
住民視点で考える本学学生と外国人集住地域の住

民との地域交流会企画会議 
2023 年 12 月 17 日 

結城  恵 
「多文化共生推進士」へのヒアリング調査・フォ

ローアップ研修 

2023 年 12 月～ 

2024 年 2 月 

結城  恵 
多文化共生をテーマとした群馬大学学生と太田

市・大泉町地域住民との交流会 
2024 年 1 月 13 日 

結城  恵 大泉町図書館こどもお楽しみ会 2024 年 1 月 13 日 

結城  恵 
愛媛大学 地方の D&I促進と産業イノベーション

創出を目指す高度外国人材活躍促進シンポジウム 
2024 年 2 月 26 日 

渡邊 知釈 
群馬大学公開講座「地域における日本語支援」支

援講座 
2023 年 9 月 16 日 
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2 大学教育センター 

2.1 教養教育部会 

 はじめに 

平成 23年度に発足した教養教育部会は，教養教育を実施・運営するための調整をはじめとする実務

的側面を担う組織である。部会長，副部会長，大学教育センター長，副センター長，科目委員会（学

びのリテラシー，総合科目，データ・サイエンス，スポーツ・健康，人文・社会科学，自然科学）の

各委員長，グローバルイニシアチブセンター，生体調節研究所，大学教育・学生支援機構から各１

名，および，各学部教務委員（共同教育学部，情報学部，理工学部からは各１名，医学部からは医学

科，保健学科より各１名の計２名）の構成員からなる。令和５年度は 18名のメンバーで活動した。 

 

 令和５年度活動概要 

教養教育部会は，毎月１回（原則として第３月曜日）に定例部会をオンラインにて開催し，教養教

育実施に関する諸問題について討議した。令和５年度は，４月に第１回の部会を開催し，８月の休会

を除いて，令和６年３月まで計 11回の定例会議及び２回の臨時会議を実施した。 

 

 令和５年度活動内容 

令和５年度教養教育部会の主な業務は下記のとおりであった。  

１）次年度教養教育科目開講コマ数の確認 

２）次年度教養教育実施体制についての確認 

３）次年度教養教育科目の時間割の確認 

４）次年度教養教育等学年暦の確認 

５）非常勤講師の採用のための審査 

６）ゲスト講師の委嘱のための審査 

７）ＴＡ及びＳＡの採用に関する審査 

８）教養教育科目の授業にかかる経費の確認 

９）授業評価アンケート項目及び教養教育アンケート項目の確認 

10）ベストティーチャー賞候補者選考手順の確認 

11）次年度教養教育履修手引，授業案内作成の確認 

12）協定大学との単位互換科目の確認 

13) 学生の移動を伴う授業にかかる経費配分の確認 

14）前年度の教養教育科目成績分布状況の確認 

15) 次年度教養教育科目におけるメディア授業の確認 

 

これらの主要業務及びそれに関連する事項について，月別に示すと以下のとおりとなる。 

４月 ゲスト講師委嘱についての審査 

 学生による ChatGPT等の利用に関する指針の報告 

５月 ゲスト講師委嘱についての審査 
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 令和４年度教養教育科目成績評価分布状況の確認 

 令和４年度後期授業評価アンケート結果の報告 

 令和４年度教養教育アンケート結果の報告 

 令和５年度外部英語テストの概要の報告 

 令和５年度英語プレイスメントテスト結果の報告 

 令和５年度入学生の英語 Can-do Statement結果の報告 

 レポート書き方案内動画の報告 

６月 令和５年度前期授業評価アンケート項目の確認 

 令和５年度前期授業改善アンケート項目の確認 

 令和５年度教養教育部会経費の確認 

 令和５年度後期教養教育開講授業科目変更の確認 

 最終年次生における教養教育科目未修得問題の確認 

 外国語教養科目群「選択英語Ａ」の開講取りやめに関する確認 

 前期既修得単位認定の報告 

 交換留学生の前期教養教育科目履修についての報告 

 令和５年度文化講演会の実施報告 

７月 令和６年度教養教育等学年暦の確認 

 学生の移動を伴う授業にかかる経費配分の確認 

 令和５年度後期非常勤講師の採用についての審査 

 最終年次生における教養教育科目未修得問題の確認（継続） 

 令和５年度ＴＡの追加採用についての審査 

 教養育成科目を対象とした授業改善アンケート実施の検討 

９月 令和６年度学部別担当コマ数の確認 

 令和６年度教養教育実施体制についての確認 

 ゲスト講師委嘱についての審査 

 教養教育科目における学生の不正行為に関する処分案の確認 

 学びのリテラシー（２）授業題目抽選結果の報告 

10 月 ゲスト講師委嘱についての審査 

 令和５年度統一英語試験の予備日設定の確認 

 公欠制度の導入に関する検討 

 教養教育科目時間割における帯時間帯の追加に関する検討 

 令和５年度前期授業評価アンケート結果の報告 

 令和５年度授業改善アンケート結果の報告 

 前期追試験申請者の報告 

11 月 ゲスト講師委嘱についての審査 

 令和６年度非常勤講師の採用についての審査 

 令和６年度教養教育開講科目の確認 

 令和５年度後期授業評価アンケート項目の確認 

 令和５年度教養教育アンケート項目の確認 

 令和６年度放送大学との単位互換科目の確認 

 交換留学生の後期教養教育科目履修についての報告 

12 月 ゲスト講師委嘱についての審査 

 令和６年度教養教育開講科目の確認 

 令和５年度教養教育ベストティーチャー賞候補者選考手順の確認 

 令和６年度教養教育授業案内作成の確認 

 令和５年度学長と学生との懇談会実施報告 

 後期既修得単位認定の報告 

１月 ゲスト講師委嘱についての審査 

 令和６年度非常勤講師の採用についての審査 

 令和６年度教養教育開講科目の確認 

 令和６年度協定大学との単位互換科目の確認 
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 令和６年度教養教育履修手引作成の確認 

 令和６年能登半島地震被災学生の対応の確認 

 教養教育科目成績分布状況に関する教育アセスメント委員会意見の報告 

２月 令和６年度開放専門科目の確認 

 令和６年度ＴＡ・ＳＡ任用計画の確認，審査 

 令和６年度教養教育開講科目の確認 

 令和６年度教養教育科目におけるメディア授業の確認 

 令和６年度教養教育科目再履修クラス開講の報告 

 令和６年度集中語学セミナー開講の報告 

３月 ゲスト講師委嘱についての審査 

 令和６年度非常勤講師の採用についての審査 

 令和６年度前期教養教育科目の授業実施方針の報告 

 令和６年度新入生オリエンテーション計画の報告 

 令和６年度教養英語ハンドブックの報告 

 

その他，具体的な活動の一部を以下に記載する。 

１） 令和４年度教養教育科目成績分布状況の確認について 

令和４年度教養教育科目成績分布状況について，適正な評価が行われているかどうかという観

点から確認を行った。また，科目区分ごとの成績分布状況について担当教員へフィードバック

を行った。 

２） 教養教育授業評価について 

全学部必修科目となっている「学びのリテラシー（１）」，「学びのリテラシー（２）」及び「デ

ータ・サイエンス」の授業評価アンケートを，全学部１年生を対象として実施した。いずれの

アンケートにおいても，ほぼ全ての設問において８割～９割が良好との回答が得られており，

講義目的は概ね達成されていると判断された。 

資料： 

8.1.1令和５年度 前期授業評価「学びのリテラシー（1）」集計表 

8.1.2令和５年度 後期授業評価「学びのリテラシー（2）」集計表 

8.1.3令和５年度 前期授業評価（データ・サイエンス・オンデマンド）集計表 

３） 最終年次生の教養教育科目未修得問題について 

教養教育科目を最終年次まで修得できずに卒業要件を満たせない学生が発生していることか

ら，各学部に対し教養教育科目履修計画指導の徹底を依頼した。 

４） 令和６年能登半島地震被災学生の対応について 

令和６年能登半島地震の被災により登校できない学生について，対応策を検討し，授業担当教

員へ配慮の依頼を行った。 

 

2.2 大学院授業英語化推進部会 

 はじめに 

令和５年度に発足した大学院授業英語化推進部会は，国際センター及び大学教育・学生支援機構大学

教育センターを統合し,両センターの業務の重複を整理するとともに,本学のグローバル化推進を行う
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大学教育・学生支援機構グローバルイニシアチブセンターの設置に伴い,国際センターに置かれていた

大学院授業英語化推進室を大学教育センター大学院教務委員会の下に移管し設置された組織である。部

会長及び部会員（共同教育学部，情報学部，医学系研究科,保健学研究科,理工学部からは各１名，グロ

ーバルイニシアチブセンターから２名）の構成員からなる。令和５年度は８名のメンバーで活動した。 

 

 令和５年度活動概要 

大学院授業英語化推進部会は，令和５年度にオンラインで３回開催し（メール審議１回含む），大学院

における授業の英語化に関する企画， サポート及び統括に関すること，全学的調整に関すること，FD，

SD の企画，立案，検証及び実施の支援に関すること，大学院授業の英語化の推進に伴う課題等の抽出及

び情報共有に関すること，その他大学院における授業の英語化に関する必要な事項について審議した。

（資料 8.1.4 大学院授業英語化推進部会の業務実施内容・スケジュール） 

 

１）大学院授業への英語導入に関するアンケートの実施 

大学院レベルで,授業を英語で実施している医学系研究科,保健学研究科及び理工学府の大学院

生,理工学部４年生及び教員を対象に,前期と後期に Googleフォームからアンケートを行った。 

【実施期間】前期：2023年 9月 13日～10月 20日  後期：2024 年 3月 11日～ 3月 25日 

【集計結果】資料 8.1.5 2023 前期 英語化アンケート集計結果 

 資料 8.1.6 2023 後期 英語化アンケート集計結果 

 

２）大学院授業英語化のための FDセミナーの開催 

大学院における授業の英語化推進の取組として,教員の授業の英語化を進めるための FDセミナー

を実施した。（資料 8.1.7 2023授業の英語化のための FDセミナーポスター,資料 8.1.8 2023授業

の英語化のための FD セミナー実施報告） 

【１回目】 

日 時：2023年 11月 17日（金）18：00～19：30 

形 式：Zoomによるオンライン開催 

テーマ：英語で授業をするための FD セミナー「英文シラバスの書き方と授業や研究概要に関係

する英語プレゼンテーションのブラッシュアップ」 

講 師：Raymond Hoogenboom 准教授（グローバルイニシアチブセンター） 

 越智 貴子 准教授（グローバルイニシアチブセンター） 

【２回目】 

日 時：2023年 11月 22日（水）18：00～19：30  

形 式：Zoomによるオンライン開催 

テーマ：医学を英語で教えるとは？効果的な授業実践を国内・海外のｸﾞｯﾄﾞﾌﾟﾗｸﾃｨｽから学ぶ 

講 演：鯉淵典之 教授（医学系研究科） 

 町 淳二 教授（ハワイ大学） 
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講 評：渡辺秀司大学教育センター長 

 

３）授業科目「使用言語」に関するシラバス記載方法の改善案提示 

本学における授業英語化の現状を適切に把握するため,シラバスの授業科目における「使用言語」

の記載について,記載案内の変更を教務課教務企画係に依頼した。 

 

【変更前】 

 

 

【変更後】 

上記,赤線の箇所を削除 
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3 グローバルイニシアチブセンター 

令和５年４月,組織整備として,大学教育センター外国語教育部会と国際センターが統合され,大学教

育・学生支援機構の中に,グローバルイニシアチブセンターとして設置された。これにより,それまでそ

れぞれにおいて進められてき大学全体の国際化に関わる業務や活動が一元化されることとなった。 

グローバルイニシアチブセンターは,「言語教育」「GFL（グローバルフロンティアリーダ－）育成プロ

グラム」そして「学生交流」の３つのミッションを担っている。 

 

 

3.1 言語教育ミッション 

 英語教育 

令和２年度から新型コロナウイルス感染拡大の影響により，オンライン（ライブ配信）での授業実施

が基本とされてきたが，令和５年度からは対面授業での実施となった。 

 

3.1.1.1 英語習熟度別クラス編成とプレイスメントテスト 

ELPA オンラインテスト対応（ELCA）を利用し,入学決定者には入学式前に各自オンライン受験を義務

付けた。 

英語習熟度別のクラス編成の経緯は，平成 19 年度に行ったアンケート調査の分析結果に基づき，平

成 20 年度から，希望する学部・ 学科のクラスを対象として正式に実施されることになり，平成 21 年

度より，社会情報学部１年・２年，保健学科看護学専攻１年（保健Ａ・Ｂクラス），工学部応用化学・生

物化学科１年の英語クラスにおいて習熟度別クラス編成が開始された。平成 22年度には，翌年度以降，



 

19 
 

グローバルイニシアチブセンター 

工学部すべての学科に対して実施することが計画され，平成 22 年度末に社会情報学部及び工学部の全

一年次生に対して，プレイスメントテストを実施した。このデータをもとに，平成 23 年度の４月には

両学部の全新入生に対して，習熟度別クラス編成を行った。平成 25年度には，医学部（医学科・保健学

科）の新入生に対して，翌 26 年度には，教育学部の新入生に対してもプレイスメントテストを実施し

た。また，平成 28年度には，平成 29 年度以降に入学した教育学部２年生についても習熟度別クラス編

成の実施が決定された。この結果，平成 30年度には，医学部２年生（医学科・保健学科）を除く，すべ

ての教養英語クラスにおいて，習熟度別クラス編成が実施された。 

令和５年度も，例年同様，１年次生については習熟度別クラスを全学部で編成し，履修者数を１クラ

ス 34 名以下とした。これまで過去４回の結果を「8.1.9 表１ プレイスメントテスト結果推移」に示

す。 

 

3.1.1.2 英語アチーブメントテスト 

例年，アチーブメントテストは，年度末において１年生，医学部を除く２年生のすべての学生を

対象に実施する。その結果は，後期英語授業の成績に一部算入することとなっている。 

令和５年度は，アチーブメントテストとして，オンラインで受験可能な TOEIC IP オンラインテス

トを，AI 監督システムを利用して実施した。「8.1.10 表２ TOEIC-IP 結果」は，受験した１年生，

２年生の各学部の結果を示している。 

この表から，1 年生と 2 年生の平均点を比較すると,学部によっては 2 年生のスコアが低いこと

がわかる。実は，この傾向は，本学のみならず，日本全国の大学生に見られるものである。TOEICの

スコアが必要となるのは，就職や大学院への進学の際で，学生にとって,２年次などはもっとも学

習動機が低くなる時期である。「学生の学習意欲，学習動機と的確に合致しているカリキュラムを

策定する」ことが，「自律的学習者を育てる」ことにつながる，ということである。今後，教養教育

としての英語科目，高年次教育と連携した英語科目のカリキュラムの在り方をしっかりと検討する

ことが求められている。 

 

3.1.1.3 Can-do Statementの実施 

Can-do Statement（英語学習自己省察ツール）を開発し，令和２年度に試行的に運用した。令和

３年度より全学部に導入し，１年生は，入学時，前期末，後期末の３回，２年生は，前期末と後期

末の２回，教務システム上で実施している。 

「8.1.11表２ Can-do Statement」には，その内容を示しているが，この内容については，英語

科目全体で定めた学習目標に従って，作成したものである。よって，単に言語をいかに効果的に習

得するかという観点だけでなく，前半の９項目が「英語学習に対する姿勢，態度」に関する自己評

価，後半の 11 項目が「英語力」に関する自己評価，合計 20項目から構成されている。 

「8.1.12 図２ Can-do Statement 2023年度入学生の１年間での変化」からもわかるように，

本学の学生の傾向として，前半の９項目「英語学習に対する姿勢，態度」に関する自己評価が高く，

後半の 11項目「英語力」に対しての自己評価が比較的低く出る。 
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●特に伸びの大きい項目 

3. 英語で議論に積極的に参加できる。 

5. 活動の中で,それぞれが果たすべき役割を理解し,自ら行動に移すことができる。 

8. 様々な文献から得たデータを分析できる。 

9. データに基づき,解決策を推奨できる。 

12. 英語で話されたり,書かれた内容から重要な情報を書き留めることができる。 

13. 英語で自分の考えを構成し,読み手を意識しながら書くことができる。 

15. 英語で自分の身近なことを議論したり説明したりできる。 

16. 状況に応じて情報を補足し,適切に英語で答えることができる。 

17. 自分の考えを共有し,英語で自信を持って意見を述べられる。 

18. 社会的・文化的な事柄に関して,英語で批判的かつ論理的に考え,英語で意見を述べること

ができる。 

19. 英語であるテーマについて自信を持って発表できる。 

20. 他者の英語による発表を聞いて,内容を理解し,英語で意見を述べることができる 

 

●伸びの小さい項目 

1. 英語の授業へ積極的に参加できる。 

4. 他者の意見を尊重し,受け入れることができる。 

 

入学時に「学習態度」「問題解決スキル」の自己評価が「英語スキル」の自己評価より高い傾向が

あるため,1学年末との自己評価と比較すると,「英語スキル」の伸び率は大きくなる。これは,例年

通りの傾向である。４の設問に対する自己評価が入学時より低くなっているのは,例年,特に「医学

部」の学生に観察されてきたが,2023 年度入学生は,全学部においてこの傾向が少し強くなってい

る。社会に出て,多様性に富んだ背景を持つ人々と協働することが求められてくることを踏まえ,よ

りこの点を意識させたい。 

 

3.1.1.4 英語 101・英語 102 

外国語教育部会では，令和２年度から英語教育改善 WG において進めてきた全学の外国語教育改

革に取り組み，令和３年度より，教養英語新カリキュラム（群馬大学教養英語コア・カリキュラム）

を導入した。コア・カリキュラムでは，教養英語科目における共通目標を以下の通り掲げた。 
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① 英語による主体的・協働的な学びを通して, 文化・社会と自分のつながりを認識し，場

面・状況を考慮したうえで，もっとも適切な形で，自分のアイデンティティを英語で表現

（発信）できる力を養う。 

② 英語による主体的・協働的な学びを通して，身の回りの問題や変化に気付き，それについ

ての考察を深め，解決策を発信する力を養う。 

 

１年生における年次目標を以下の通り定め，この目標を達成するために，PBL を手法とした教材

（Leap to the Future! 1, 2）を，本学内で制作した。 

 

１年次目標 

① 「話す」，「書く」活動を通して，自分自身や身のまわりの文化社会，及び他文化につい

て，自らの考えを効果的に伝える意識を養う。 

② 十分な「読む」，「聴く」活動を通して，多様な文化を理解し，感受する力を磨く。  

③ 他者が使う英語やそれらが反映された文化に触れ，その違いに気付き，自分が使う英語を

含め，多様な英語（文化）を受け入れる態度を身に付ける。 

④ 地域・国内社会及び国際社会における諸問題に関して，英語で物事を批判的かつ論理的に

考える力を養う。 

⑤ 問題解決のために他者と協働し，自らが果たすべき役割を理解することで，率先して課題

に取り組む態度を身に付ける。 

 

 

Leap to the Future! 1,2 （群馬大学出版） 

 

さらに，「英語 101,102 共通評価基準（ルーブリック）」を作成し，１年生全学部において，統

一カリキュラム・シラバスによる授業での評価の公平性を担保することとした。 
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英語 101,102 ルーブリック 

 

3.1.1.5 英語 201・英語 202 

２年次では，共通目標を以下の通り定め，それぞれの学部によって作成されたシラバスに従って，

授業が行われた。 

 

２年次目標 

１） 身近な環境，及びより広い国内外における多様性に気付き，そこで起きている出来事に

関して自ら批判的に考え，確固たる意見を持ち，場面・状況に適した方法で発信するこ

とができる。 

２） 他者と協働し，地域・国内社会及び国際社会における問題・課題を発見し，その解決策

を考え，提案することができる。 

 

英語 201，202 においても，「英語 201,202 共通評価基準（ルーブリック）」を作成し、担当教員が

共有することで、評価の公平性を保つことに努めた。 

 

3.1.1.6 英語 111・英語 112 

理工学部においては，学生の大学院進学率が高く，その進学の合否判定には TOEIC の得点が利用され

ている。また学部・大学院ともに，卒業・修了後ビジネス界に就職する率がもっとも高い学部・研究科

であり，職に就いた後も英語力を要求されることは必至である。そこで外国語教育部会は，平成 22 年

度に群馬大学の学生のおよそ半数を占める工学部（現，理工学部）学生の英語力を増強するために，大

幅な英語カリキュラムの改善を検討した。その結果，平成 23年度には教育基盤センター（現，大学教育

センター）「外国語教育部会」がこれを実行に移した。おもな変更点は以下のとおりであるが，平成 24
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年度以降もこの方策を継承し，さらに，１クラスの受講者数を削減するために，全体のクラス増を実現

した。令和 5年度現在，計 20クラスを開講し，引き続き，１クラス 30名以下の少人数クラスでの授業

を実施している。 

 

１） 週２回（90分×２回）の英語授業を履修する。 

２） 前期２単位，後期２単位で，１年次に４単位を修得する。 

３） 週２回のうち，１回は文法・読解力の養成，１回はコア・カリキュラムに沿って，全学統一の４

技能育成を目的とした授業とする。 上記に示した，３）文法・読解力養成の授業が本授業に相

当する。 

 

本学における全学の卒業要件となる英語の単位数は４単位であるが，英語力が低く且つ英語に苦手意

識を持つ学習者群については，１年次に４単位を集中的に履修させることが望ましいと考え，週２回の

授業で４単位を取得させるカリキュラムを運用している。  

こうした改変の成果は，新カリキュラム導入から２年後の平成 25 年度末のアチーブメントテストの

結果に明確に現れた。また，平成 27 年７月の TOEIC-IPテストの結果は前年度比の伸び率が高く，その

原因としては，理工学部における統一カリキュラムの効果に加え，平成 27 年度より，理工学部の入試

に英語試験が導入されたことに起因すると考えられる。さらに，入試科目の英語導入後においても，

TOEIC-IPテスト結果は引き続き伸びている。 

 

3.1.1.7 ポートフォリオへの記入 

令和３年度より，英語学習を管理するための英語ポートフォリオを導入した。このポートフォリ

オでは，以下の内容が随時保存されていくこととなり，学生本人や指導教員も学生の学習状況を観

察することが可能となっている。 

 

  TOEIC IP テストの結果 

  プレイスメントテスト結果 

  英語科目のリフレクション内容 

  Can-do Statementの結果 

 

 

 

 

 

このポートフォリオの有効活用により，学生が自己の学習状況をモニターしながら自律的に学習

するメタ認知力も高めることが期待される。上図には，Can-do Statementの一部の学年経過を示し

ている。このように，学生は自身の自己評価についても，どのように捉えていたかを確認すること
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が可能となっており，新たな学習目標設定にも有効である。 

 

3.1.1.8 理工学部推薦入試入学生英語課題テスト 

令和３年度より，理工学部では，推薦入試入学生を対象として，入学前の課題，入学後の課題テ

ストを実施している。 

課題は，大学入試対策として頻繁に利用されている英語文法，語法，語彙に関する問題集を課題

として与え，自習をしてもらい，入学後にその習得状況をテストで確認することとした。 

ここ数年，推薦入学者の入学時の英語力推移をみるため，同問題で実施している。「8.1.13 図３ 課

題テスト結果推移」に示す通り，平均点としては若干下がり気味ではあるが，一般入試を含めたプ

レイスメントテストの結果もここ数年，他学部も含めて低下傾向にある。理工学部は他学部と異な

り，１年生で１単位多く，リーディング力に特化した授業を実施しているので，多読プログラムや

e-learningシステムを用いて英語学習をモニタリングしながら，難しさの観察される学生には，適

宜指導をしてもらうように，非常勤，常勤の理工学部担当英語教員には依頼した。 

過年度入学生との比較のため,この３年間,同問題で実施しているが, 結果,2023 年度入学生は,

それまでの入学生と比較して,若干であるが平均点が低く,さらに,50 点台以下の分布が,昨年度よ

り多い。このことから,英語を苦手とする学生の層が,ここ３年間の 1年生より多いことが懸念され

た。 

よって,特に英語 111,英語１１２において,基礎的な英語力を養成しながら,英語１０１，英語

１０２においては丁寧に PBL型の授業を行っていく必要があった。 

さらには,Xreading といった多くの英語を読む課題においては,自主的に進めることが危ぶまれ

る学生がいることが予想されるので,これら学習教材の進捗状況を注意深くモニターしながら,適

宜指導を入れることが必要である。 

 

3.1.1.9 希望者受験用 TOEIC-IP,TOEFL ITP テスト 

TOEIC ならびに TOEFL については，例年，全１年生を対象に全学オリエンテーションで説明を行

っているが，令和２年度からは，対面での説明会が開催できなかったこともあり，資料を配布する

ことで対応をした。 

群馬大学では，平成 15年度から TOEIC-IPを継続的に実施しており，外国語教育部会が中心とな

って，多くの学生の TOEIC-IP受験を促している。実施は年２回（７月／１月）で，平成 21年度か

らは，申し込み手続を群馬大学で直接行うことにより，受験料を低く抑えることが可能になった。 

海外留学を希望する学生にとって TOEFLの成績が要求されることが多いため，群馬大学では，平成

20年度から TOEFL-ITPを荒牧キャンパスで年２回（６月もしくは７月と，12月 もしくは１月）実

施している。令和２年度は，新型コロナウイルス感染拡大の影響により，TOEFL-ITP 試験を中止と

した。令和５年度は，令和 4年度と同様に,AI監督をつけての試験として，TOEIC, TOEFL ともに再

開した。 
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 ドイツ語・フランス語教育 

3.1.2.1 ドイツ語技能検定試験・フランス語技能検定試験 

群馬大学では，ドイツ語，フランス語担当教員の協力のもと，地域貢献活動の一環として，本学

学生のみならず周辺地域の受験希望者も受験できるドイツ語技能検定とフランス語技能検定の公

開試験を，荒牧キャンパスで継続的に実施している。 

ドイツ語技能検定試験については令和 4 年度までコロナ禍で中絶していた荒牧キャンパスでの

冬期試験を再開した。ただし,独検側の財政事情により,これまでのような全級の実施は叶わず,2～

5 級のみに縮小された。また,令和 5 年度は宇都宮大,筑波大での実施がなかったため,本学が北関

東唯一の冬期試験会場となった。 

フランス語技能検定試験（５級～準１級）は令和 4 年度に引き続き,春季試験，秋季試験ともに

群馬県内の別の会場で実施した。それぞれの実施日時と受験者数は以下のとおりである。 

 

ドイツ語技能検定試験（冬期試験のみ） 

 ・実施日時：令和 5年 12月 3日（5，4，3，2級） 

学内外の総受験者数：39名（複数級併願者含む） 

 

フランス語技能検定試験 

・実地日時：春季試験：令和５年６月 18日（5，4，3，準 2，2級） 

学内外の総申込者数：40名（複数級併願者含む） 

・実地日時：秋季試験：令和５年 11月 19日（日）（5，4，3，準 2，2，準 1級）  

学内外の総申込者数：74名（複数級併願者含む） 

 

3.1.2.2 ドイツ語・フランス語の共通アチーブメントテスト 

現在７言語開講されている外国語教養科目は，特にドイツ語，フランス語，スペイン語，ポルト

ガル語などの印欧語族の言語学習において，高等学校までの英文法の学習を補完し，当該言語のみ

ならず既習の英語の構造をも，より論理的に整理して理解する貴重な機会ともなっている。このこ

とは，英語以外の外国語学習が，英語や母語を含んだ総合的な言語能力を高め，学習者のコミュニ

ケーション能力全体の向上に寄与することにもつながる。 

したがって教育内容の充実のためには，学習の達成度を客観的に把握することも重要であり,外

国語教養科目のうち，専任教員が在籍しているドイツ語及びフランス語については，学習の進捗を

測定するために,平成 21年度以来授業の到達目標に合わせたアチーブメントテスト(ドイツ語 45分,

フランス語 30 分)を各言語共通の問題で実施してきた。 

今年度は,ドイツ語,フランス語ともコロナ禍のため令和 4 年度まで中止していたこのアチーブ

メントテストの規模を若干縮小して再開し,以下のような結果を得た。 

 

ドイツ語共通アチーブメントテスト   
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・実施日 令和 6年１月 30日（火）共同教育学部 16名受験   

 

フランス語共通アチーブメントテスト   

・実施日 令和６年 2月 5日（月）共同教育学部 EBクラス 31名受験   

・実施日 令和 6年 2月 6日（火）医学部医学科 3名受験  

 

なお，平成 21年度以来 10年以上にわたって実施されてきた本試験には，ここ数年以下のような

一定の傾向が続いており，この傾向は今回も変わらなかった。 

 

＊ ４単位（120時間）を履修する学生の平均得点は，ドイツ語ではどの学部でも全国のドイツ語

技能検定３級合格者の最低得点と概ね同等，フランス語ではフランス語技能検定４級合格者

の平均点と概ね同等である。 

＊ ２単位履修者の平均得点は４単位履修者に比べて例年約 20 点低く，高得点者が少ないうえ，

極端に得点が低い者が多い傾向が続いている。 

＊ クラスサイズが 30名を超えると得点が下がりはじめ，逆に極少人数のクラスではほぼ例外な

く高得点になる傾向がある。 

 

学生の英語以外の外国語に対する興味や学習意欲はむしろ高いと言えるが，学力・学習能力のみ 

が年々少しずつ低下してゆく傾向が見られる。英語以外の外国語への興味・意欲を保ちながら，外

国語の学習能力を高める指導の工夫，少人数授業の徹底，およびカリキュラムの拡充が，今後の課

題であろう。また，外国語教養科目が卒業要件に入っていない学部・学科において，英語以外の外

国語の履修者の方が未履修者よりも，TOEIC などの英語の得点がより大きく向上することを示すデ

ータも集積されつつある。 

 

 日本語教育 

群馬大学では,留学生を対象に以下の日本語科目を提供している。 

１.教養教育科目： 

（１）・荒牧地区の交換留学生を主な対象とした荒牧中級日本語科目（N２未達レベル） 

（２）・荒牧地区の正規留学生等を対象とした日本語科目（N2以上レベル） 

２.学部・研究科開講 日本語科目 

３.グローバルイニシアチブセンター開講 日本語補講コース日本語科目  

 

1．および 2．は,グローバルイニシアチブセンターの教員が授業を担当しているが開講主体は,大

学教育センターおよび各学部・研究科となっている。ここでは,3．グローバルイニシアチブセンタ

ーが開講する日本語補講コースについて,概要を報告する。 
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3.1.3.1 日本語補講コース概要 

教養教育,各学部,研究科等が開講する日本語科目が,主に⽇本語での研究遂⾏能⼒の向上を⽬指

しているのに対し,グローバルイニシアチブセンターが開講する補講コースは群⾺⼤学で学ぶ留学

⽣が日本社会の中で支障なく留学生活を過ごすための日本語能力の育成を目的としている。 その

ため,限られたリソースの中で,初学者が生活に必要となる初級のレベルに主眼を置いてカリキュ

ラムを組んでいる。ただし,ある程度の学習歴,例えば日本語能力試験（JLPT）のＮ２や N1 を取得

している場合であっても来日直後であったり,就職活動を控えていたりなど,実際の運用上の不安

などから受講を希望する者もいるため,中級・上級レベルの授業も展開をしている。 

補講コースは令和 4 年度に大幅な改編を行い,全学留学生を対象にすべての授業をオンラインミ

ーティングシステム ZOOMにより実施し,令和 5年度もそれを継続した。 

各学期の開講にあたっては,授業開始３週間前程度に各事務部等を通じ,新入生を含めた留学生

に受講案内を送付した。オンライン申込フォームによる登録がなされると,GIC 教員が必要に応じ

てオンラインプレイスメントテスト・面談等の連絡を個別に行い,参加クラスを決定,通知するとい

う手順を取った。 

また,補講科目については単位の付与は行っていないが,希望者には履修証明を発行している。令和

５年度については 2件の申請があった。 

 

3.1.3.2 開講科目一覧 

前期・後期それぞれ以下の科目を開講した（8.1.14 表３ 各学期の開講科目一覧と週当たりの授

業回数）。教養教育の学年暦に沿う形で,各学期 16 週で実施した。キャンパスごとの授業時間割が

異なるため,日本語補講独自の時間割（8.1.15 表４ 日本語補講授業時間割）のように設定し,実

施した。 

各授業の概要（8.1.16 表５ 各授業の概要）のとおりである。コース全体として,受講生各自の

レベルに合わせて,コミュニケーションの相手に不快感を与えずに効率的に伝達の目標を達成する

ことができる言語能力・副言語能力の養成を図ることを目標としている。 

 

3.1.3.3 初級クラスにおける発表活動と日本語学習支援ボランティアの活用 

初級Ⅱ（学習歴半年程度）・初級Ⅲ（学習歴 1 年程度）のクラスでは,運用力の向上を目指し,学

期中盤に,テキストの内容から離れた発表活動を実施した。発表のテーマは,初級Ⅱは「わたしのま

ち」,初級Ⅲは「日本で経験したこと／経験したいこと」とした。担当教員の添削を受けながら原稿

を準備,発話練習を経て,発表し,聴衆からの日本語での質問,コメントに応答した。 

 発表活動は総合的な日本語力の向上につながるだけでなく,互いのバックグラウンドや経験を開

示しあうことによって,テキスト学習からは見えづらいクラスメートの一側面を垣間見ることがで

き,その後の授業での学生間のやりとりも活発化した。 

 この活動は形を少しずつ変えながらこれまでも実施してきたが,今年度の新たに見られた現象と

して,学生の原稿作成の精度が格段に上がったということがある。これは,原稿作成に AI が利用さ
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れるようになったためと考えられる。これまでは,原稿作成に準備の時間の多くを割いていたが,指

導の方法を転換していく必要があり,今後は作成された原稿の日本語を十分に理解すること,発話

の仕方や,発表後のやりとり等に重点を置いた指導等に移行するなど活動の目的を再度検討する必

要がある。 

 発表当日の聴衆には,日本語教員のほかに,日本語学習支援ボランティアバンクに登録をしている

日本人学生に参加を要請した。令和 5年度中は前期 2回の参加を得られた。実生活の中で日本語で

のやり取りをする機会が限られている初級レベルの学習者には,日本人と会話をする好機となった。 

 

3.1.3.4 日本語補講担当者研究会の実施 

令和 5 年度の補講コースは,専任 2 名および非常勤講師 4 名で実施した。初級～初中級レベルに

おいては,ティームティーチング制で行っており,教材や教授内容,教室運営等についての認識の一

致,また教員間の意思疎通の円滑化を目的に,各学期修了後には,日本語補講担当者研究会を実施し

た。その他,各回の主な検討課題については以下のとおりである。 

 

第 1回 2023年 8月 29日 13:00～14:30 オンライン 

・2023 年度前期成績確認・受講者状況の確認 

・2023 前期新規採用初級教材の指導内容,方法検討 

・2023 年度後期担当分担・指導内容・授業運営方法検討 

第 2回 2024年 2月 28日 13:00～14:30 オンライン 

・2023 年度後期成績確認・受講者状況の確認 

・2023 年 11月実施補講受講者アンケート結果に基づく運営方法・カリキュラム検討 

・日本語補講 4期制の実施にむけての検討 

・2024 年度前期担当分担・指導内容・授業運営方法の検討 

 

研究会の議論では,語学の授業,特に初級学習者において,カメラオフでのコミュニケーションに

は教授者側にとって学習者の状況を把握しづらく効果的な教授ができないことが挙げられた。また,

受講環境が受講の積極度に影響がある可能性が指摘された。そこで補講の登録案内の段階で,カメ

ラとマイクの使用を条件として明記し,一部のキャンパス内ではあるが,日本語補講に使用可能な

教室を準備するという改善策を講じた。またオンライン化に伴うブレイクアウトルームの活用,リ

スニング教材の有効な使用方法についても各講師の取り組みの共有,意見交換が行われた。次学期

の進度や扱う内容については,アンケートから見えた漢字学習のニーズや前学期からの学習の継続

性などを考えながら,受講生の状況にあわせて調整を行った。 

 

3.1.3.5 日本語補講受講者交流会の実施 

12 月 26日（火）14:00－15:30桐生キャンパス 7号館 5階 508 室インターナショナルラウンジに

て,交流会を実施した。補講コースはオンラインであるため,受講する学生同士の交流が限られる。
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特に桐生地区の交換留学生は,オンラインで受講する科目が多く,他の学生と接する機会がないと

のことで,日本語補講受講者交流会を企画した。学生約 20 名が集まった。桐生地区だけでなく,昭

和地区からの参加もあった。授業担当講師 3 名の参加もあり,いつもオンラインで会っているクラ

スメートとの初対面やクラス外の留学生との交流の場となった。今後は日本人学生にも参加しても

らい,日留交流の場としても機能するように考えていきたい。 

 

3.1.3.6 2023年後期日本語補講登録者アンケート結果 

8.1.17 表６に 2023年後期日本語補講登録者アンケート結果を示す。 

 

実施年月 2023年 11月 

対象者  2023年度後期日本語補講登録者 62名 

回答数  37（回収率 59.7％） 

        37名 2名は 回答時受講とりやめ 

            取りやめ理由「授業のレベルが合わない」「開講時間があわない」 

 

「授業のレベル」,「テキスト（教材）」,「授業の進度」,「先生の教え方」「役に立っているか」

について選択してもらった。各設問には,回答のしやすさという観点から選択肢を準備しつつも,具

体的な改善事項を探るため,「その他」として自由記述欄を設けた。また,アンケートの最後に要望・

感想・教師へのコメントを自由に記述する欄を設けた。 

 

 

3.2 GFL ミッション 

群馬大学では,本学の学生が「自国及び他国の文化・歴史・伝統を理解し,外国語によるコミュニ

ケーション能力を持ち,国内外において主体的に活動できる人」となるよう,グローバル人材の育成

に力を入れている。その一環として,グローバルフロンティアリーダー（GFL）育成プログラムを設

置し,共同教育学部と情報学部が連携した「教育・情報グローバルフロンティアリーダー（GFL）育

成コース」及び医学部と理工学部が連携した「医理工グローバルフロンティアリーダー（GFL）育成

コース」の２コースにより,日本語能力・国際理解を含む幅広い教養・外国語コミュニケーション能

力の修得を中心とした教育を行うとともに,海外留学の経験を通して広い視野を持つ学生を育成し

ている。 

※「グローバルフロンティアリーダー（GFL）育成プログラム」は,文部科学省の委託事業「理数

学生応援プロジェクト」として平成 24 年まで実施していた「工学系フロンティアリーダーコー

ス（FLC）」を全学に発展させたものとなる。 

 

 2023 年度活動内容 

3.2.1.1 1年生向けのプログラム 



 

30 
 

グローバルイニシアチブセンター 

プログラム名 実施日 担当教員・講師 概要 

特別枠英語講義  5月 10 日, 

17日,24日,6月

7日 

GIC： 

Neupane Pramila 

GFL 特別枠の学生のための英語講座

を通して,英語での会話スキル,メー

ルの書き方やリーダーシップスキル

の向上を図った。  

Global 

Awareness Ⅰ : 

Exploring 

Culture & 

Society 

10月 11 日, 

25日, 

11月 1日,15日 

GIC： 

Neupane 

Pramila,Hoogenboom 

Raymond, 

Bergeron Sylvain, 

Contreras Jeffrey 

グループワークによるプレゼンテー

ションスキルの向上を図り,国際問題

について理解を深めることを目的と

している。スライドを用いて発表する

「Pechakucha」を通して,英語での自

然なコミュニケーション,英語表現力

の向上となった。 

特別講演会 

（医理工 GFL コ

ース） 

11月 22 日 大学院理工学府電

子情報部門教授 弓

仲康史 

先端技術を応用して医療分野に貢献

していきたいと考えている学生が多

いことから講演を依頼。講演を通し

て,医療現場における様々な医療が理

工系の研究によって支えられている

ことを知ることができた。また,課題

を解決するために,異分野を融合させ

職種連携を進めていく重要さを学ん

だ。  

特別講演会 

（教育・情報 GFL

コース） 

11月 8日 

 

株式会社 Ay 代表取

締役 村上采氏 

世界で活動することに対する関心が

高いことから,前橋を拠点とし世界で

活躍する村上氏に講演を依頼。この講

演を通して国際的に交流していくた

めの重要な課題を確認する機会とな

った。 

県知事講演会 1月 17 日, 

24日 

群馬県知事山本一

太氏 

第 1回は,群馬県の「情報発信」と「地

域活性化」をテーマとして学生から提

案し,知事とのディスカッションを行

った。第 2回は,GFL 活動内容の紹介に

続き,多文化共生,リーダーとしての資

質などについて知事との意見交換を行

った。 

参加者：42 名(対面:20 人 オンライ

ン：22人) 

模擬国連 11月 29 日, 

12月 13 日, 

20日, 

2024 年 1 月 10

日 

GIC： 

Neupane Pramila 

「水」問題について,最初に 20ヶ国に

分かれて自国の国益を考慮しながら

リサーチ及び交渉を進め,8 チームで

発表することとなった。最終回は,問

題解決に向けて英語によるプレゼン

テーションを行い,交渉力や協調性だ

けでなく,パブリックスピーキング能

力,英語力の向上に繋がった。 

 

3.2.1.2 上級生向けのプログラム 

プログラム名 実施日 担 当 教 員 ・ 講 師 概要 

Global 

Awareness IⅠ : 

Global Issues 

and SDGs 

6月 5日,12日,20

日,26日,7月 3日 

GIC： 

Neupane 

Pramila 

SDGs や国際問題などをテーマに 6 つの

グループに分かれてグループワークを

行い,最後に英語でのプレゼンテーショ

ンを行った。全 5回を通して英語でのコ

ミュニケーション,ディスカッションや
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プレゼンテーション能力を強化するこ

とができた。 

インテンシブイ

ングリッシュ 

（医学部） 

10 月 2 日 ,16

日,30 日,11 月 6

日,13日 

Mary Shibuya  科学論文の基本事項,論理的な発表の仕

方,タイトルの付け方,段落構成,表やグ

ラフの挿入等について英語で実施する

プログラムであり,表現の工夫や伝わり

やすいスライドづくりなど多くのこと

を学び,自身のプレゼンテーションスキ

ルが高められた。 

インテンシブイ

ングリッシュ 

（理工学部） 

5 月 10 日 ,17

日,31 日,6 月 7

日 ,14 日 ,21

日,28 日,7 月 5

日,12日,19 日 

Deanna Clause 自己紹介,将来研究したいこと,GFL 志望

理由などの共通のトピックでコミュニケ

ーションを図り,プレゼンテーションにつ

いて英語でディスカッションを行うプロ

グラム。最後に食糧問題,水素エネルギー

活用に関する問題,海洋プラスチック問題

という 3 つのテーマについてプレゼンテ

ーションを行い,より実践的な英語を学習

でき,プレゼンテーション力の向上となっ

た。 

企業訪問＆先輩

ゼミ 

9月 15 日  理工学部 GFL の中では航空工学,宇宙工

学の分野についての関心が高いことか

ら,ロケット飛翔体やジェットエンジン

部品の開発,販売を行う企業株式会社

IHI エアロスペースを訪問し,企業が行

う事業の規模の大きさ,責任,やりがい

を体感した。 

先端研究学際講

演会（医学部） 

11月 27 日 

 

大学院理工学府

環境創生部門教

授 板橋英之 

タイトル：大学発ベンチャーの挑戦 

株式会社グッドアイ（GUDi : Gunma, 

University, Development & 

Innovation）設立の経緯と事業内容 

先端研究学際講

演会 

（理工学部） 

11月 1日 

 

大学院医学系研

究科遺伝発達行

動学教授 三好

悟一 

タイトル：自閉スペクトラム症につなが

る脳発達過程を理解する 

（自閉スペクトラム症が発症する脳形成の異

変,また回路・分子発達メカニズム） 

英語で語る世界

の医療事情講座 

12月 8日,2024年

1月 10 日,2月 19

日,21日 

医学系研究科医

学教育開発学講

座助教 葭田明

弘 

医学部に在籍する留学生たちが講師役

となり,それぞれの母国の医療事情につ

いて英語で紹介してもらう講座。4 名の

留学生に依頼し,母国における医療の話

から,様々な医療システムの特徴や現状

を学ぶ機会となった。 

研究テーマプロ

ポーザル講座 及

び 先端研究キッ

クオフ発表会 

理工学部: 

3月 7日 

 

情報学部: 

2月 10 日 

 2 年次後期に希望者を対象に研究室に仮

配属され,自身が取り組んできた研究内

容について成果発表を行った。2 年生は

「研究テーマプロポーザル講座発表

会」,3年生は「先端研究キックオフ発表

会」として,それぞれ自身が取り組んで

きた研究内容について発表を行った。 
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3.2.1.3 GFL生限定留学プログラム 

プログラム名 実施期間 参加者数 備考 

ディーキン大学

短期留学プログ

ラム（オーストラ

ア） 

2024 年 2 月 10

日～3月 9日 

（4週間） 

15名 能力別英語クラスを受講するとともに,法学部

での模擬法廷,経済学部市場取引室,スポーツ科

学研究室などの見学を実施した。留学前後に

TOEIC S&Wを実施し,全員の語学力の向上が確認

できた。 

大連工業大学短

期留学プログラ

ム（中国） 

9月18日～28日 

（11日間） 

5名 日本語クラスや特別講義を受講する他,医薬博

物館,旅順博物館の見学,大連市内の視察を行っ

た。日本語を学ぶ大連工業大学の学生との交流

では,英語,中国語,日本語を活用し語学の難し

さを学んだ。 

厦門大学短期留

学プログラム 

（中国,理工学部

限定） 

9月20日～29日

（9日間） 

4名 研究室見学,セミナー,実験などへの参加の他,

コロンス島視察,福建煙草工場見学などを行っ

た。現地学生との交流から,中国文化体験や日本

文化について紹介するなど,文化交流をから多

くのことを学んだ。 

 

3.2.1.4 GFLet’s 

 GFLリーダー学生による企画として全 7回実施。各回の活動では,英語を使うアクティビティを行

い,GFL 生だけでなく一般学生や留学生との交流の機会をつくることを目的とし,学部学年,国を超

え異文化交流の場となった。 

プログラム名 実施日 参加者数 備考 

Let’s Get to 

Know GFL 

5月 15 日 62名 GFL のことを新入生に知ってもらうためのイベ

ントを開催した。 

I Wanna Tell 

You 

6月 19 日 24名 GFL生留学生による異文化討論会を行なった。日

本と海外の文化や習慣の違いについてどう感じ

ているのかを議論した。 

Farewell 

Gathering 

8月 10 日 18名 母国に帰国する留学生のためのお別れ会を開催

した。一緒にボードゲームをしたり,日本での思

い出を教えてもらったりしながら楽しい時間を

過ごした。 

Halloween  

Gathering 

10月 27 日 53名 英語を使ったハロウィンクイズやワード当てゲ

ームで非常に盛り上がった。 

English 

Debate 

11月 22 日 16名 「動物園を廃止するべきか」を議題とし,賛成の

立場と反対の立場に分かれ英語ディベートを開

催した。 

Christmas 

Gathering  

12月 22 日 42名 ビンゴやボードゲームを通して留学生と楽しく

交流した。 

As Many Heads, 

As Many Wits 

2月 13 日 8名 GFL生同士の交流会を行なった。一年間の GFLで

の活動を振り返ってみてどのように感じたかな

どを話し合った。 
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3.2.1.5 2022年度成果報告会  

実施日：2023年 5月 27日 

場所：荒牧キャンパス 

対象：GFL生 GFL生外の群馬大学生 高校生 高校教員 教職員他 

参加者：195名（GFL生 86名,他群馬大学生 31名,高校生 35名,他教職員・一般 43名） 

 前年度 1 年間の GFL 生の活動や留学体験についてその成果を発表する。4 名の現役 GFL 生による

口頭発表の他,38 件のポスター発表を実施した。また特別講演として,群馬大学卒業生でもある国

際協力 NGO ジョイセフ 甲斐和歌子氏より,「国際協力で働くこと～ジェンダー,保健,そして日本」

と題しご講演頂いた。GFL生と参加した本学学生・高校生との交流会も開催し,学生同士の貴重な交

流・情報交換の場となった。 

 

3.2.1.6 グローバル交流セミナー・サマーセミナー  

実施日：2023年 9月 23日～24 日（1泊 2日 合宿研修）  

場所：国立赤城青少年交流の家  

対象：GFL1～2年生,他学年も参加推奨  

GFL 生としての最初の活動であり,GFL 活動ガイダンス,学部別ガイダンスを行い,GFL 生同士の交

流を図ることを目的としている。また,GFL 生の留学体験発表,2 名のゲスト留学生との交流,GFL 生

が企画するプログラム等を実施し,学部学年を超えたコミュニケーションを行うことで,リーダー

としての自覚と今後のプログラム活動への意識を高めた。  

 

3.2.1.7 駐日ネパール大使による特別講演 

実施日：2023年 12月 22日 

場所：荒牧キャンパス 

講師： ドゥルガー・バハードゥル・スベディ氏 

対象：GFL生 GFL生外の群馬大学生 教職員他 

参加者：179 名（学生 74名 学生以外 105名） 

 タイトル：ネパールの政治,経済,社会文化の発展と日本との関係 

 会場参加者 107 人,オンライン参加者 72 人 計 179 人が参加し,ハイブリッドで開催された。ネ

パールの歴史や文化,日本との関わりについて英語でご講演頂いた。対面参加とオンライン参加に

関わらず,積極的に質問の手があがり,大使と直接意見交換できる大変貴重な機会となった。 

 

3.2.1.8 北関東三大学（茨城大学 宇都宮大学 群馬大学）と UNSW オンライン学生交流 

北関東三大学連携 PF 英語分科会 2023 年度活動オーストラリアニューサウスウェールズ大学

（UNSW）とのオンライン交流が行われた。交流会は,三大学の学生で編成された 35グループによっ

て行われ,群馬大学からは GFL生を含む 27名が参加した。提出のあったレポートを三大学の教員で

審査し,優秀賞を決定,さらに三大学の学長の審査を経て,最優秀賞・学長賞を決定した。 
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3.2.1.9 GFL2023 年度学生自主企画 

2023/7 アイデアコンテストへの挑戦 

2023/8 群馬大学学生会議～日中の医療問題について考え,話し合おう～ 

2023/8 かけはし@昭和キャンパス 

2023/9 ASEAN 諸国における母子健康手帳の有用性 

2023/9 フィリピン人に対する非感染性疾患対策プログラム 

2023/9 予期せぬ妊娠によるハイリスク出産の予防と支援  

2023/10 申請のイロハとピアサポート 

2023/10 サイエンステクノ 

2023/11 Iris：未来へつなぐ多文化共生  

2023/12 第 2回 ワルシャワ大学とつながる異文化交流会 

2024/1 第 4回 GFL同窓会 

2024/3 乳幼児死亡率減少のための健康教育―感染症対策― 

2024/3 グローバル化に伴う熱帯病流行への対策 

2024/3 Lilac：言葉を使わずに始める国際交流 

 

3.3 学生交流ミッション 

 国際化基盤 

大学の国際化基盤に関わるものとして,協定の管理・運用,及び,オンライングローバルキャンパ

ス（Smart Campus-to-Campus: SCC）を実施している。 

3.3.1.1 大学間・学部間協定 

協定に基づいた教育研究交流の促進を行うため,海外の協定大学との協定更新の手続きおよび,新規

協定に関わる手続きを行っている。8.1.18 表７ 大学間・学部間協定校一覧を示す。 

R5年度の活動実績として以下が主に上げられる。 

• 大学間協定校の更新（4 件）,学部間協定校の更新（5 件）および,大学間協定校の新規（3 件）,

学部間協定校の新規（3 件）について,協定校との協議と協定書案の作成を行い,協定締結の手続

きを実施した。 

• オンライングローバルキャンパス（Smart Campus-to-Campus: SCC）の加盟大学としてタイ・ラ

ンシット大学との SCC に特化した協定を締結した。 

• 本学理工学府環境創生（社会基盤・防災コース）とオーストラリア・ディーキン大学との博士ダ

ブルディグリープログラムの協定を締結した。 

 

3.3.1.2 SCC 

ポストコロナの新しい国際戦略として,海外の大学と DX を活用した国際連携を行うため,オンラ

イングローバルキャンパス（Smart Campus-to-Campus: SCC）を開設した。 

SCC は,DX で大学間の国際連携を加速化することを目的に（旧）国際センターが提案したもの

で,SCC メンバー大学等間で,教育や研究のリソースを共有するオンライングローバルキャンパスで

ある。 

 

○ SCC 参加機関（R5年度実積） 
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○ SCC で履修できるオンライン科目（R5 年度実績） 

• 原則,FUNiXオンラインプラットフォーム上で掲載されているすべての科目履修が可能。 

（該当 HP: https://courses.funix.edu.vn/） 

 

• SCC 限定の科目（SCCロゴが掲載されているもの）は以下の 6科目 

No. Couse name Credits Duration 

1 Academic English 1 3 6 weeks  

2 Academic English 2 3 6 weeks  

3 Academic English 3 3 6 weeks  

4 Academic English 4 3 6 weeks  

5 Capstone project - Automotive Application 

Development 

5 12 weeks  

6 Introduction to Machine Learning 3 6 weeks  

 

〇 SCC に関連した学生交流の実績 

1 SCC メンバー機関（FPT大学）との国際協働教育（COIL） 

本学側参加者数：8名（2022年 8-9月）応募者数：14名 

本学側参加者数：11名（2023年 8-9 月）応募者数：11名 

2 SCC メンバー予定機関（サスカチュワン大学）との国際協働教育（COIL） 

本学側参加者数：11名（2022年 9月）応募者数：27名 

3 SCC メンバー機関（ランシット大学）および予定機関（ディーキン大学）との国際協働教

育（COIL）（2023年 3月） 

ランシット大学研修本学側参加数：3 名（＋5名メンター学生として参加） 

ディーキン大学研修本学側参加者数：5名 

※応募者総数 16名から参加者を選出 

 大学等機関名  協定締結  

No. (日本語表記名) 国 一般 SCC その他 

1 群馬大学 日本     幹事校 

2 FPT ベトナム 2019.8 2021.11 FUNiX オンラインプラットフォー

ムの提供 

3 ランシット大学 タイ 2023.9 2023.9 VR/AR による SCC 同窓会バーチャ

ル空間の開設 
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4 SCC メンバー予定機関（ディーキン大学）と博士課程ダブルディグリープログラムの締結

（2023 年 6月締結） 

5 SCC メンバー予定機関（ディーキン大学および,ハワイ大学マノア校）と大学院生の研究留

学（派遣・受入） 

派遣実績：3名（ディーキン大学）,1 名（ハワイ大学マノア校） 

受入実績：2名（ディーキン大学） 

 

 学生海外派遣 

群馬大学学生の国際的視野を養うため,学生の海外派遣に関わる業務として以下を行った。 

 

3.3.2.1 留学フェア 

海外留学およびキャンパス内の国際交流活動への意欲を高め,グローバルイニシアチブセンター

および各学部等の海外短期研修プログラム,長期交換留学,群馬大学基金グローバルチャレンジプ

ログラムの概要を広く様々な学部・学年の学生に周知する目的で,オンライン（一部ハイブリッド）

にて留学フェアを春と秋の２回,昼休み時間帯の 12:00～12:30に開催した。開催日,内容,参加者数

は以下のとおりである。 

春の留学フェア 

開催日 内容 参加者数 

5月 16日(火) 群馬大学海外留学プログラムの概要 86 

5月 17日(水) 2023年度夏季短期研修（ベトナム） 54 

5月 18日(木) GFLプログラム紹介 47 

5月 19日(金) オンキャンパスの国際交流活動 27 

5月 22日(月) 共同教育学部/医学部保健学科のプログラ

ム 
24 

5月 23日(火) 大学院生向け研究留学プログラム 32 

 合計 183 

 

  秋の留学フェア 

開催日 内容 参加者数 

10 月 16日(月) 群馬大学海外留学プログラムの概要 

グローバルチャレンジプログラム 
51 

10 月 17日(火) 2023年度春季短期研修 68 

10 月 18日(水) 長期交換留学 38 
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10 月 19日(木) 共同教育学部/医学部保健学科のプログラ

ム 
19 

10 月 20日(金) 大学院生向け研究留学プログラム 13 

 合計 114 

 

3.3.2.2 協定校の海外短期研修 

夏休みや春休みを利用した 2～5週間程度の海外短期研修を実施した。研修先,期間,研修内容,参

加者,奨学金は下記のとおりである（GFL 部門による実施分は含まず）。 

研修先 期間 研修内容 参加者数 備考 

ベトナム・FPT大学 

（群馬大学グローバルイ

ニシアチブセンター主催） 

2023.8.20

～9.2 

国際インター

ンシップ研修 

11名 群馬大学学生海外派遣支

援事業奨励金 

教養教育科目「海外短期

研修⑨」単位認定 

タイ・泰日工業大学 

（協定校主催） 

2023.8.23

～8.31 

異文化理解プ

ログラム 

1名  

オーストラリア・ウーロン

ゴン大学 

（群馬大学グローバルイ

ニシアチブセンター主催） 

2024.2.24

～3.30 

英語研修・PBL

プログラム 

13名 群馬大学学生海外派遣支

援事業奨励金 

JASSO 奨学金 

教養教育科目「選択英語

B②」単位認定 

アメリカ・ハワイ大学マノ

ア校（協定校主催） 

2024.2.25

～3.29 

英語研修・PBL

プログラム 

9名 群馬大学学生海外派遣支

援事業奨励金支給 

JASSO 奨学金支給 

スロベニア・リュブリャナ

大学（協定校主催） 

2024.3.11

～3.22 

異文化理解プ

ログラム 

参加者辞

退により

実施せず 

 

 

3.3.2.3 協定校への長期派遣（授業履修） 

大学間協定に基づく授業履修を目的とした 1 学期間以上の長期交換留学について,前年度の選考結

果に基づき,下記のとおり派遣を行った。 

 所属 学年 派遣先 区分 期間 奨学金等 

1 情報学部 3年 アメリカ・サンディ

エゴ州立大学 

1学期 2023年 8月～

2023 年 12月 

JASSO 奨学金 

ぐんま赤尾奨学金 

2 大学院保健

学研究科 

修士

2年 

イギリス・キール大

学 

1年 2023年 9月～

2024 年 6月 

トビタテ奨学金 

3 情報学部 3年 スロベニア・リュブ

リャナ大学 

1年 2023 年 10 月

～2024年 7月 

スロベニア政府奨学金 

ぐんま赤尾奨学金 

4 共同教育学

部 

3年 スロベニア・リュブ

リャナ大学 

1学期 2024年 2月～

2024 年 6月 

スロベニア政府奨学金 

JASSO 奨学金 

5 共同教育学

部 

3年 スロベニア・リュブ

リャナ大学 

1学期 2024年 2月～

2024 年 7月 

スロベニア政府奨学金 

ぐんま赤尾奨学金 

 

また,令和 6年度派遣分について募集・選考を行い,下記のとおり派遣を内定した。 

 所属 学年 派遣先（第 1希望） 区分 派遣予定期間 

1 情報学部 2年 イギリス・キール大

学 

1年 2024年 9月～

2025 年 6月 
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3.3.2.4 群馬大学基金グローバルチャレンジプログラム 

幅広い国際的視野を備え,国際交流活動を推進する人材の育成を図るため,学生が自ら企画し,自

ら実現する海外での交流・研修・研究その他の活動を群馬大学基金により支援するグローバルチャ

レンジプログラムの令和 5 年度・第 6 期の募集・説明相談会・選考を行い,下記の 3 計画に対する

最大 50 万円の支援が決定した。なお,令和 5 年度（第 6 期）募集より,学生の自主的な計画作成・

準備・実現のプロセスを重視するべく,審査内容等を刷新した。 

 代表者

所属 

代表者

学年 

留学のテーマ 渡航先 受入機関 渡航予定時期 

1 医学部

医学科 

4 誰もが平等に,望ん

だ最期を迎えられる

社会をめざして 

イギリス 

フランス 

Royal Trinity Hospice 

La Maison de Jeanne 

2025年 2月～

3月 

2 医学部

保健学

科 

2 治らないから治る

へ,Ⅰ型糖尿病完治

への第一歩 

アメリカ ハーバード大学医学部

附属ジョスリン糖尿病

センター 

2025年 2月～

3月 

3 共同教

育学部 

2 日本の多文化共生を

推進させるための知

識と経験を獲得する 

ベトナム 

ネパール 

VINA JSC 

YouMe Nepal 

2024年 4月～

11月, 

12 月～ 2025

年 3月 

 

 また,新型コロナウイルス感染症の影響による渡航制約期間を含む過年度の採択者について,計画

の再審査を行った上で,下記のとおり派遣を行った。 

 

 採択期 代 表

者 所

属 

代 表

者 学

年 

留学のテーマ 派遣先 受入機関 渡航期間 

1 第 5期 医 学

部 医

学科 

5 クリニックが性教育

を担う社会づくりに

迫る！ 

スウェー

デン 

ユースクリニ

ック他全6か所 

2023.11.11

～11.25 

2 第 5期 医 学

部 保

健 学

科 

2 アジアの医療現場の

自立を促進するため

に取り組むべきこと

を明らかにする 

カンボジ

ア 

Sunrise Japan 

Hospital 

2024.2.13

～3.13. 

3 第 2期 医 学

部 医

学科 

6 デンマークの住人と

なって健康の秘訣を

探す 

デンマー

ク 

Folkehøyskole 2024.2.23

～3.21 

※「代表者」とは複数名が参加するプログラムの場合の代表者を指す 

 

上記に過去派遣分の 2件を加え,3月 25日に帰国報告会を開催した。 

 

3.3.2.5 大学院生向け研究留学（派遣） 

研究留学とは,群馬大学と大学間交流協定を締結する海外の大学と連携して,大学院生を主な対

象にして学生の派遣・受入を行い,双方の大学の指導教員より指導を受けながら 1～3カ月程度の研
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究活動を行うもので,以下のとおり実施した。 

 

 

研究留学（派遣）R5年度実績 

所属 学年 派遣先国 派遣先大学 派遣期間

1 理工学府環境創生
（社会基盤・防災）

博士2年 オーストラリア ディーキン大学 2023.6/5-8/25

2 理工学府環境創生
（社会基盤・防災）

修士1年 オーストラリア ディーキン大学 2023.6/5-8/25

3 理工学府環境創生
（社会基盤・防災）

修士1年 オーストラリア ディーキン大学 2023.6/5-8/25

4 理工学府環境創生
（社会基盤・防災）

修士2年 アメリカ ハワイ大学マノア校 2023.10/5-12/5

5 保健学研究科
（リハビリテーション）

博士2年 モンゴル モンゴル国立医科大学 2024.2/15-3/22

 

 

本研究留学は,本学と先方機関の共同指導による双方向交流を目指して実施している。研究留学

（派遣）について,海外での研究活動の成果により国際学会での受賞を受けた学生 1名,また受入に

ついて,先方機関との共同研究の協議が 3件進んでいる。本研究留学は,派遣・受入ともに JASSO協

定派遣・受入からの奨学金支給を受けて実施している。 

 

 

3.3.2.6 奨学金応募支援 

 海外留学にかかわる下記の奨学金について,学内での応募とりまとめ,留学計画・申請書作成指導,

面接指導,計画変更指導等の支援を行った。 

 

官民協働海外留学支援制度トビタテ！留学 JAPAN 新・日本代表プログラム 

応募者 8名（うち新 1年生枠 1名）のうち下記 2名が採択となり,派遣を行った。 

 所属 学年 参加予定プログラム

／実践活動 

派遣先 受入機関 渡航期間 

1 大学院

保健学

研究科 

修士 2

年 

長期交換留学／フィ

ールドワーク 

スロベニ

ア 

イギリス 

リュブリャナ

大学 

キール大学 

2023 年 9 月～

2024 年 6月 

2 情報学

部 

3年 長期交換留学 

研究インターン／イ

ンターン 

シンガポ

ール 

アメリカ 

南洋理工大学 

バージニア工

科大学 

2023 年 10 月～

2024 年 9月 

2024 年 3 月～

2024 年 12月 

 

 

公益財団法人ぐんま赤尾奨学財団群馬県大学生海外留学奨学金 

応募者 5名のうち下記 3名が採択となり,派遣を行った。 
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 所属 学年 区分 

(一般留学/研修留

学) 

渡航先国 受入機関 渡航期間 

1 情報学部 3年 一般留学（群馬大学

長期交換留学） 

アメリカ サンディエゴ州立

大学 

2023年 8月～

2023 年 12月 

2 情報学部 3年 一般留学（群馬大学

長期交換留学） 

スロベニア リュブリャナ大学 2023 年 10 月

～2024年 7月 

3 共同教育

学部 

3年 一般留学（群馬大学

長期交換留学） 

スロベニア リュブリャナ大学 2024年 2月～

2024 年 7月 

 

スロベニア政府奨学金 

応募者 3名のうち下記 3名が採択となり,派遣を行った。 

 所属 学年 渡航先国 受入機関 渡航期間 

1 情報学部 3年 スロベニア リュブリャナ大学 2023 年 10月～2024年 7月 

2 共同教育学部 3年 スロベニア リュブリャナ大学 2024 年 2月～2024年 7月 

3 共同教育学部 3年 スロベニア リュブリャナ大学 2024 年 2月～2024年 6月 

 

公益財団法人業務スーパージャパンドリーム財団奨学金 

応募者 1名のうち採択者はなかった。 

 

3.3.2.7 海外渡航危機管理オリエンテーション 

グローバルイニシアチブセンターが主催あるいはとりまとめを行う海外派遣プログラム（GFL 生対象

を含む）および各学部等によるプログラムについて,下記のとおり海外渡航危機管理オリエンテーショ

ンを行った。 

 

日時 形態 対象 実施者 

2023 年 5月 19日 遠隔 研究留学【前期出張分】（オーストラリア） 越智貴子准教授 

2023 年 6月 27日 対面 医学部医学科サバナ大学研修 越智貴子准教授 

2023 年 7月 21日 対面 長期交換留学（サンディエゴ州立大学） 渡邊知釈講師 

2023 年 8月 2日 遠隔 FPT大学研修 越智貴子准教授 

2023 年 8月 9日 遠隔 泰日工業大学サマープログラム 渡邊知釈講師 

2023 年 9月 1日 遠隔 医学部保健学科プログラム（カンボジア） 越智貴子准教授 

2023 年 9月 5日 遠隔 GFL大連工業大学研修・厦門大学研修 越智貴子准教授 

2023 年 9月 7日 遠隔 長期交換留学（キール大学・リュブリャナ大学） 渡邊知釈講師 

2023 年 9月 8日 遠隔 医学部保健学科プログラム（モンゴル） 越智貴子准教授 

2023 年 9月 21日 遠隔 研究留学【後期渡航分】（アメリカ,モンゴル） 越智貴子准教授 

2023年 10月 23日 遠隔 グローバルチャレンジプログラム（スウェーデ

ン） 

渡邊知釈講師 

2023年 12月 18日 遠隔 共同教育学部プログラム（インドネシア,韓国,

アメリカ） 

渡邊知釈講師 

2023年 12月 21日 遠隔 理工学部 UiTM 研修 渡邊知釈講師 

2024 年 1月 22日 ハイ

ブリ

ッド 

ウーロンゴン大学研修 

ハワイ大学マノア校研修 

GFLディーキン大学研修 

グローバルチャレンジプログラム（デンマー

JCSOS 海外留学

生安全対策協議

会 
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ク） 

共同教育学部プログラム（ミズーリ州立大学,

ピュージェットサウンド大学） 

医学部保健学科プログラム（ワシントン大学） 

理工学部プログラム（UiTM） 

2024 年 1月 23日 遠隔 ハワイ大学マノア校研修（地域特化） 越智貴子准教授 

2024 年 2月 1日 遠隔 グローバルチャレンジプログラム（カンボジ

ア） 

渡邊知釈講師 

2024 年 2月 6日 遠隔 長期交換留学（リュブリャナ大学） 渡邊知釈講師 

 

3.3.2.8 留学相談（一般） 

プログラム応募済の者等を除く一般留学相談を下記のとおり行った。 

所属 
学部 

1年 

学部 

2年 

学部 

3年 

学部 

4年 

修士 

課程 

博士 

課程 
総計 

共同教育 1 3     4 

情報 3 2  1   6 

医学部医学科 1 1 1 2   5 

医学部保健学科 1 1 1    3 

理工 2 3 2 1   8 

大学院理工学府     1 1 2 

総計 8 10 4 4 1 1 28 

 

 

相談内容 件数  相談形態 件数 

個人留学（インターン） 3  メール 7 

個人留学（フィールドワーク） 2  遠隔 7 

個人留学（語学） 3  対面 14 

短期研修 6  総計 28 

長期交換 12    

留学一般 2    

総計 28    

 

3.3.2.9 オープンキャンパス 

本学への進学を考える高校生およびその保護者に向けて,下記のオープンキャンパスにおいて本

学留学プログラムの紹介および説明相談会を行った。 

 7月 23日(日)  情報学部オープンキャンパス 

 9月 9日(土)・10 日(日) 理工学部オープンキャンパス 

 通年（7月ごろ更新） Webオープンキャンパス 
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 留学生受入 

学内国際化を目指し,キャンパスのグローバル化を進めるリソースとして留学生を受け入れるに

伴い,以下の留学生相談を始めとする取り組みを行った。 

 

3.3.3.1 留学生相談 

自国を離れて生活・学習を行う留学生を対象とした相談（カウンセリング）,および日本人学生を

対象とした海外留学についての相談をグローバルイニシアチブセンター留学生アドバイザーおよ

びグローバルイニシアチブセンターに所属する専任教員各キャンパス 1名ずつが担当している。令

和 5年度の相談件数及び内容は以下のとおりである。 

相談件数：延べ 118件 

相談時期： 

時期 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

件数 18 13 19 13 7 3 17 11 6 8 4 3 

来談者の属性： 

国籍等 
中国,インドネシア,台湾,アメリカ,ハンガリー,ポーランド,韓国,マレーシア,モン

ゴル等 

性別 男性 30,女性 89 

所属 理工 37,社情 37,教育 40,医・保 5 

身分 学部学生 4,修士学生 14,博士学生 7,研究生 6,交換留学生 78,不明 10 

 

相談内容：（複数回答による） 

分 類 相  談  例 件 数 

1 学習・研究 日本語学習・学位取得・研究の進め方・転学・休学 28 

2 就職・進路 就職活動・進路の迷い・将来のこと 6 

3 経済問題 奨学金・アルバイト・生活費・学費・医療費 3 

4 人間関係 先生との関係・大学内人間関係・大学外人間関係・異性関係 5 

5 心理的相談 不安・落込み・カルチャーショック・睡眠・生活リズム 6 

6 危機管理 
交通事故・物損・対人トラブル・セクシャルハラスメント・健康

上の危機 
0 

7 日常生活 日本生活への適応・各種手続き・防災・生活用品・旅行 66 

8 大学生活 キャンパス内情報・学内手続き 3 

9 事務的事項 ビザ・査証・資格外活動・病院紹介・保険関係・住居関係・交流 0 

10 家族 子弟の育児・保育園・学校・配偶者や家族との問題 0 

11 海外留学研修 短期研修・交換留学・その他留学・海外派遣相談 0 

12 その他 上記のいずれにもあてはまらないもの 0 

 

対応：（複数回答による） 

分   類 件 数 

1．事務を通じての事務的な対応 1 
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2．必要な情報の提供 9 

3．他部局と連携しての対応 5 

4．学外機関と連携しての対応 0 

5．具体的援助 18 

6．助言・提案 75 

7．カウンセリング的対応 4 

8．その他 0 

 

具体的相談内容の例（主なもの） 

・各種書類の書き方指導および日本語添削（奨学金,履歴書,エントリーシート等） 

・チューター活動          ・日本語学習サポート 

・研究室の人間関係         ・就職活動の進め方,面接練習 

・日本語クラスの選択        ・日本人学生との交流機会の相談 

・成績不振による心配の相談 

 

3.3.3.2 長期交換留学受入 

大学間交流協定に基づいて,協定校からの学生を 1学期間,あるいは 1年間の期間で受入れている

が,令和 5年度の実績についてここに報告する。 

 

 派遣先大学 派遣先国 受入学部 留学期間 

1 東海大学 台湾 共同教育学部 2023 年 4月-2023年 8月 

2 東海大学 台湾 共同教育学部 2023 年 4月-2023年 8月 

3 嶺南大学校 韓国 社会情報学部 2023 年 4月-2024年 3月 

4 オストラバ工科大学 チェコ共和国 理工学府 2023 年 4月-2023年 7月 

5 バクー国立大学 アゼルバイジャン 共同教育学部 2023 年 10月-2024年 9月 

6 バクー国立大学 アゼルバイジャン 共同教育学部 2023 年 10月-2024年 9月 

7 大連理工大学 中国 社会情報学部 2023 年 10月-2024年 3月 

8 国立台北教育大学 台湾 社会情報学部 2023 年 10月-2024年 9月 

9 国立台北教育大学 台湾 社会情報学部 2023 年 10月-2024年 9月 

10 国立台北教育大学 台湾 共同教育学部 2023 年 10月-2024年 9月 

 

文部科学省のプログラムを通して１年間,日本語能力及び日本事情,日本文化の理解の向上のた

めの教育を受ける外国人留学生（日本語・日本文化研修留学生）を受け入れており,以下が令和 5年

度の実績である。 

 

 派遣先大学 派遣先国 受入学部 留学期間 

1 ヤギェウォ大学 ポーランド 社会情報学部 2023 年 10月-2024年 9月 

2 インドネシア教育大学 インドネシア 共同教育学部 2023 年 10月-2024年 9月 

3 インドネシア教育大学 インドネシア 共同教育学部 2023 年 10月-2024年 9月 

4 インドネシア教育大学 インドネシア 共同教育学部 2023 年 10月-2024年 9月 

 

大学間交換留学生の受入れスケジュール 
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8月/ 2 月 協定校からの推薦締切 

9月/ 3 月 申請書類提出の締切 

12月/ 6月 審査の結果 

1月/ 7 月 来日向け準備（宿舎手配,オンラインオリエンテーション,履修希望等） 

3月/ 9 月 来日 

4月/ 10月 留学生向けオリエンテーション,授業開始 

 

3.3.3.3 短期受入（サマープログラム） 

以下の内容で,交流協定校の学生を対象としたサマープログラムを実施した。 

 

目的 

本プログラムは,本学交流協定校あるいは将来本学の協定校と成り得る機関（以下協定校等）に

在籍する学部生および大学院生を対象に,自然,伝統,地域生活習慣,カイコ産業,医学という観点か

ら,群馬の地域社会における様々な取り組みと現状について学ぶための短期集中コースである。日

本社会や日本文化の理解を深め,あわせて群馬大学への関心を高めてもらうことを目的として実施

するものである。 

 

プログラム概要 

本プログラムでは,群馬の社会,人,自然,文化についての多面的な知識を学び,現代日本社会の抱

える課題とその解決策を多国から集まる参加者と共に議論する。プログラムは,英語による日本事

情コースで,講義,プロジェクトワーク,発表,学生交流活動を中心にオンラインで実施する。最終発

表ではプロジェクトワークの成果を報告する。すべての活動に参加した学生にプログラム修了証を

発行する。 

 

プログラム日程 

事前オリエンテーション: 2023年 6月 26日（月）,15:00-16:00（日本時間） 

月日 ①14:20-15:50 ②16:00-17:30 ③17:40-19:10 

7月 4日(火) 
ウェルカムセッション,自己紹

介 

オリエンテーシ

ョン：講義内容

とプロジェクト

ワークの説明 

 

7月 5日(水) 
日本事情 1: 群馬にはなぜ糖尿

病が多いのか(鯉淵典之教授)  

国際交流 1 (群大生によるプレゼン ) 休憩 10

分 

7月 6日(木) 

日本事情 2: カイコ：日本と群

馬におけるこれまでの歴史と将

来の可能性 (武田茂樹教授) 

プロジェクトワーク 1&2 休憩 10分 

7月 7日(金) 

日本事情 3:中之条ビエンナー

レ 2021 (アーティスト 宮嵜浩

さん) 

日本事情 4:群

馬の温泉町と建

築 (陳) 

プロジェクトワーク 3 
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7月 8日(土) 休み 

7月 9日(日) 休み 

7月10日(月) 
日本事情 5: 群馬の自然と社会

―赤城山を中心にー (陳) 
プロジェクトワーク 4&5  休憩 10分 

7月11日(火) 
日本事情 6: プログラムのまと

めー日本の現代地域社会 (陳) 
国際交流 2 (協定校学生による発表) 

7月12日(水) 文献調査と最終発表の指導 プロジェクトワーク 6&7:最終発表の準備 

7月13日(木) 
プロジェクトワーク 8&9: 最終

発表の準備* 
最終発表 & 修了式   Farewell  

*12:40-14:10, 14:20-15:50 

 

参加者,修了者 

大学名 国・地域 
所属 

修了人数 
学部生 大学院生 

カーロリ・ガーシュパール・カルビン派大学 ハンガリー 5 0 5 

カイロ大学 エジプト 1 0 0 

キール大学 英国 1 0 0 

ヤギェウォ大学 ポーランド 1 0 1 

重慶交通大学 中国 2 0 2 

北京協和医学院 中国 2 2 2 

大連理工大学 中国 5 0 1 

スリウィジャヤ大学 インドネシア 12 0 11 

イスラム・サルタン・アグング大学 インドネシア 1 0 1 

国立台北教育大学 台湾 0 1 1 

世新大学 台湾 1 0 1 

ヴィリニュス大学 リトアニア 1 0 1 

群馬大学 日本 1 0 1 

合計 33 27 

 

3.3.3.4 大学院生向け研究留学（受入） 

研究留学とは,群馬大学と大学間交流協定を締結する海外の大学と連携して,大学院生を主な対

象にして学生の派遣・受入を行い,双方の大学の指導教員より指導を受けながら 1～3カ月程度の研

究活動を行うもので,以下のように受け入れを行った。 

 

研究留学（受入）R5年度実績 

国 所属大学 所属学科 学年 受入機関 受入期間

1 オーストラリア ディーキン大学 工学部 博士2年 理工学府環境創生
（社会基盤・防災）

2024.2/19-3/30

2 オーストラリア ディーキン大学 フロンティア
材料研究所

博士2年 理工学府環境創生
（社会基盤・防災）

2024.1.15-2/25

3 タイ キングモンクット工科
大学トンブリ校

工学部 博士1年 理工学府環境創生
（社会基盤・防災）

2024.1/8-2/15

4 タイ キングモンクット工科
大学トンブリ校

工学部 修士2年 理工学府環境創生
（社会基盤・防災）

2024.1/8-3/30
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本研究留学は,本学と先方機関の共同指導による双方向交流を目指して実施している。研究留学（派

遣）について,海外での研究活動の成果により国際学会での受賞を受けた学生 1名,また受入につい

て,先方機関との共同研究の協議が 3件進んでいる。本研究留学は,派遣・受入ともに JASSO協定派

遣・受入からの奨学金支給を受けて実施している。 

 

3.3.3.5 伝統文化実践科目,Jプログラム（日本語・日本文化研修留学生プログラム） 

以下の内容で,交換留学生を対象としたプログラムを実施した。 

 

①教養教育「伝統文化実践科目」 

対象学生：交換留学生 

授業の目標： 

 日本美術や邦楽の実践を通じて日本文化を学ぶことを目標とする。 

 実施期間：令和 4年 10月～令和 5年 9月 

 

授業の概要： 

日本美術演習（前期・後期,各 32時間） 

「日本画を描く」という活動を通して,その材料や道具について理解し,表現の方法を習得する。ま

た,表現の背景にある日本の文化,日本人の美意識とそれに関係した言葉なども合わせて学習して

いく。 

 

邦楽器演習（前期・後期,各 32時間） 

日本の伝統楽器である箏と三絃の音色に触れ,その美しさ,響きを生かしながら,演奏する。最終的

には箏と三絃との合奏にも取り組む。また,演奏を通じて,日本の文化や礼儀作法を学ぶ。 

 

2 Jプログラム（日本語・日本文化研修留学生プログラム） 

対象学生：日本語・日本文化研修留学生,交換留学生 

プログラム目標： 

日本を研究対象とした諸研究を行うのに必要な知識や実社会でも役立つ日本語・日本文化に関する

さまざまな知識を身につけることを目指す。修了時に,日本語で研究論文を作成し,自分の研究につ

いて口頭発表や質疑応答ができるようになることが目標となる。 

実施期間：令和 4年 10月～令和 5年年 9月の 1年間。 

    

プログラムの概要： 

教養教育「日本語」受講者 

授業科目 後期（10～3月） 前期（4～9月） 
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必須科目 

日本語（教養教育） 4科目（120時間） 

日本語（教養）,教養・学

部科目 
6科目（180時間） 

J 日本入門特別講義（教

養） 
 1科目（30時間） 

課題研究（学部・センタ

ー） 
論文・プレゼンテーション 

 

教養教育「荒牧中級日本語」受講者 

授業科目 後期（10～3月） 前期（4～9月） 

必須科目 

荒牧中級日本語（教養教

育） 
8科目（240時間）  

日本語（教養）,教養・学

部科目 
2科目（180時間） 

J 日本入門特別講義（教

養） 
 1科目（30時間） 

課題研究（学部・センタ

ー） 
論文・プレゼンテーション 

プログラム修了者：4名 

※プログラムは令和 4年度後期からのものであるため,参考として令和 4年度後期の授業科目も「後期」

として記載している。 

 

3.3.3.6 学生派遣事業 

地域との国際交流を図ることを目的とした「国際理解講座への留学生派遣申合せ」を制定し,近

隣の教育機関（小中学校等）からの依頼に基づき,本学の留学生を派遣する事業を行っている。令和

5年度実績は以下のとおり。 

 

令和 5年度派遣内容 

No

. 
派遣日 

派遣先 

（依頼先） 
派遣内容 

派遣 

留学

生数 

留学生の所属 
留学生の 

国 籍 

1 6月 8日 
高崎女子高

等学校 

学校新聞 

取材 
３ 

社会情報学部 ハンガリー 

社会情報学部 台湾 

共同教育学部 インドネシア 

2 
6月 24日 

6月 25 日 

群馬県 

青少年会館 

交流文化 

体験 
４ 

社会情報学部 ハンガリー 

社会情報学部 韓国 

社会情報学部 台湾 

共同教育学部 アメリカ 

3 9月 18日 群馬県教育 交流文化 ５ 大学院医学系研究科 モンゴル 
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委員会 体験 大学院医学系研究科 モンゴル 

大学院医学系研究科 バングラデシュ 

社会情報学部 ハンガリー 

大学院理工学府 マレーシア 

4 9月 27日 
富岡特別支

援学校 
授業 ６ 

大学院医学系研究科 モンゴル 

大学院医学系研究科 バングラデシュ 

理工学部 マレーシア 

理工学部 中国 

理工学部 韓国 

大学院理工学府 バングラデシュ 

5 10 月 19日 
桐生市立境

野中学校 
授業 ２ 

大学院理工学府 イラン 

大学院理工学府 バングラデシュ 

6 11 月 24日 
伊勢崎市立

第一中学校 
授業 ６ 

大学院理工学府 マレーシア 

社会情報学部 ハンガリー 

大学院保健学研究科 ラオス 

社会情報学部 ポーランド 

大学院医学系研究科 モンゴル 

大学院理工学府 カンボジア 

 

3.3.3.7 外国人留学生等実地研修旅行 

以下のように,外国人留学生を対象に実地研修旅行を実施した。 

 

目  的: 外国人留学生が,団体行動において,日本を取り巻く社会的背景や政治・経済・文化・歴

史等を視察または体験し,日本に対する理解と市⺠との交流の機会の拡大を図るととも

に留学生同士の親交を深めることを目的とする。 

実 施 日: 令和 6年 3月 1日(金) 

実施場所: 東京臨海広域防災公園,日本科学未来館 

参加人数: 21 人（留学生 20名,日本人チューター1名） 

スケジュール 

8:15 前橋駅南口集合 

8:25 前橋駅出発 

11:00 日本科学未来館到着 

11:10 日本科学未来館見学 
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12:30 昼食(お台場海浜公園) 

14:30 東京海域広域防災公園到着 

15:00 そなエリア東京ツアー 

16:30 東京海域広域防災公園出発 

20:00 前橋駅南口到着 

 

3.3.3.8 ホームルーム 

以下のように留学生を対象としたホームルームを実施した。 

 

目的: 

1 学期間,あるいは 1 学事年度のみの留学を予定している大学間・学部間交流協定に基づく交換留

学生及び日研生への情報提供,異文化交流,オープンな相談の場の創出のため。 

 

【前期】 

参加者： 大学間交流協定交換留学生 10 名 日研生 4 名  

スケジュール  

4月 11 日 オリエンテーション 

4月 18 日 履修登録 

4月 28 日 出身地について日本語で紹介 

5月 19 日 群大生との交流会① 

5月 26 日 群大生との交流会② 

6月 2日 日本文化について学ぶ 

6月 9日 群大生との交流会③ 

6月 16 日 群大生との交流会④ 

6月 30 日 最終発表について 

7月 7日 帰国前のチェックリスト 

7月 25 日 留学報告会 

【後期】 

参加者: 大学間・学部間交流協定交換留学生 9 名 日研生 4 名 

スケジュール 

10 月 11 日 オリエン+履修登録について 

10 月 25 日 日本の学生との交流について 

11 月 1 日 群大生との交流会 1 

11 月 8 日 群大生との交流会 2 

11 月 15 日 群大生との交流会 3 

11 月 22 日 群大生との交流会 4 
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12 月 6 日 冬休みの過ごし方 

12 月 13 日 日本のお正月について 

1 月 10 日 冬休みの報告 

1 月 17 日 インドネシア語交流会の練習 

1 月 24 日 インドネシア語交流会 

 

3.3.3.9 チューター 

群馬大学に在籍する留学生のアカデミックなサポートをペアになって行うチューター制度を実

施した。チューター制度では,以下のような活動が行われている。 

 

a. 日本語の添削・指導 

留学生のレポートや宿題の日本語チェックなど。 

b. 課題やレポートの作成の支援・補助 

言葉だけでなく,レポートの書き方や,文書の作成,発表の準備や図書館利用の方法など,具体

的な学習スキルの支援についても含まれる。 

c. 専門分野の学習支援 

特に大学院生になると,専門分野の知識の理解が重要になってくる。同じ専門分野のチュータ

ーには,ゼミで十分にわからなかったこと,ゼミ内のルール,発表原稿や,執筆した文章の添削

など様々な支援が含まれる。 

 

実施期間：（前期）4月-7月,10月-1月 

実施ペア数： 

荒牧地区 ＜前期＞29 ペア（学部留学生 24名,大学院留学生 5名） 

＜後期＞20 ペア（学部留学生 15名,大学院留学生 5名） 

昭和地区 ＜前期＞ 23ペア（学部留学生 0名,大学院留学生 17名,研究生 5名） 

＜後期＞ 28ペア（学部留学生 1名,大学院留学生 19名,研究生 6名） 

 

 学内国際化 

学内の国際化を目的とし,各種語学カフェを運営した。群馬大学生の語学（英語・中国語）の能力

を向上させること,国際交流活動を通じて,群馬大学生の国際性を涵養し,学内の国際化を促進する

ことを目指した。 

 

3.3.4.1 English Café at Aramaki 

全学 English Caféでは,自由会話を中心に,英語を使って自己表現する能力の向上を目指し,英語で

のインタビューとプレゼンテーションの教科書を中心に,アカデミック英語を学んだ。なお,語学カ

フェは全学 English Café,教職員 English Café,Chinese Caféからなる。 
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English Café at Aramaki（木曜日 昼 12:15-12:45,夕方 17:40-18:40） 

実施期間 実施形態 実施回数 内容 
Moodle

登録人数 
参加人数 

前期 

4月 17 日- 

7月 19 日 
昼：オンライン 

夕方：オンライ

ンと対面（グロ

ーバルラウン

ジ） 

説明会 3回 

週に 2 回,

合計 22回 

アカデミックプレゼンの

練習,サマープログラム

の参加,トピック毎の会

話練習,留学生とペアで

英会話 

58名 
昼：50名 

夕方：163名 

後期 

10 月 12日- 

1月 13 日 

 

59名 

昼:12 名 

夕方:120名 

 

 

3.3.4.2 教職員 English Café 

レクチャー形式ではなく,参加者が興味を持つ課題や社会問題の特定トピックを設定し,自由に

議論した。 

 

教職員 English Café @ Aramaki（金曜日 17:00-18:00） 

実施期間 実施形態 実施回数 内容 Google Form登録人数 参加人数 

前期 

5月 12 日- 

7月 14 日 
オンライン 

週 に 1

回 ,合計

10回 

アカデミック

プレゼンの練

習,議論,異文

化の会話練習 

20 名 (事務局 3 人,学科,

研究科,センター17人) 

60名 

 

後期 

10 月 13日- 

1月 12 日 

33名 60名 

 

3.3.4.3 Chinese Café 

簡単な日常会話や観光会話ができるよう中国語会話を練習する。留学生を含む参加者との議論を

通じて,中国および中華圏の社会や文化の理解を深めた。 

 

Chinese Café （月曜日・水曜日 17:40-19:00） 

実施期間 実施形態 実施回数 内容 
Moodle

登録人数 
参加人数 

前期 

4月 17 日- 

7月 19 日 オンライン

と対面（グロ

ーバルラウ

ンジ） 

説明会 3回 

週に 2回,合

計 25回 

ピンイン,漢字,文法,日常会

話,HSK 試験対策,異文化交流 

教材：平山邦彦『口を鍛える中

国語作文』初級編,コスモピア 

22名 163 名 

後期 

10 月 16日- 

1月 17 日 

22名 133 名 
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3.3.4.4 グローバルカフェ 

グローバルカフェは学生と地域の方々に今日の国際社会を多方面の観点から理解するための講座で

あり,各分野で活躍する日本人や外国人の方を講師として招聘し,国際的観点からそれぞれの活動内容に

ついて講演会を実施した。 

 

前期： 横浜と上海は 19 世紀に外国人に開かれた交易場として有名で,さまざまな異文化を受容してき

た。両都市とも多彩な国際文化を有している。2023 年度前期のグローバルカフェでは,横浜と

上海の研究者を招いて,皆さんに国際交流のフロンティアである横浜と上海の歴史,文化,人々に

ついて紹介した。 

後期：  チャイニーズカフェの中国人留学生たちの協力を得て,コロナ後における「中国の急速なキャッ

シュレスがもたらした社会の変容」の講演をオンラインと対面で参加者に提供した。講演者は

3 年ぶりに 2023 年夏に中国に帰国した留学生たちで中国に関する最新の情報を日本の皆さん

に届けたことで大変有意義な交流会であった。 

 

実施日 題目 実施形態 
実 施

回数 
内容 対象 参加人数 

4月 21日, 

6月 23日 

15:00-17:00 

「国際交流

のフロンテ

ィア：横浜と

上海」 

神奈川大学と

の共同開催： 

オンライン 

2回 

歴史的観点から横浜

と上海で活躍してい

た外国人の活動につ

いて紹介した。 
学 内 と

学 外 の

方 

46名 

第 1回 27名 

第 2回 19名 

11 月 15日, 

12 月 20日 

17:00-19:00 

「中国のキ

ャッシュレ

ス社会につ

いて考える」 

群 馬 大 学

Chinese Café

との共催：オン

ラインと対面 

2回 

コロナ後の中国社会

の変貌について中国

人留学生が説明し

た。 

42名 

第 1回 22名 

第 2回 20名 

 

 学生交流のための奨励金等 

重点取組の経費として,国際的な学生交流を推進するための奨励金を支給した。 

 

3.3.5.1 群馬大学学生海外派遣支援事業奨励金 

申請のあったプログラムについて,以下の支援を行った。 

 プログラム名 

1 群を抜け！群馬大学グローバル人材育成プログラム（全学型） 

2 世界トップ大学との国際共同教育プログラム 

3 グローバル人材育成のためのシンバイオシス大学のオンライン留学プログラム 

4 協定校異文化交流研修及び海外教育施設におけるインターンシップ 

5 グローバル化する日本社会の専門職リーダーを育成する～群馬大学 GFLプログラム 

6 パジャジャラン大学との医学生の双方向社会医学実習短期派遣プログラム 

7 国際的な視点を持つリハビリ人材育成のための東アジア研修プログラム 
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3.3.5.2 海外派遣プログラム運営支援金（プログラム実施時の教員の引率費用） 

プログラム実施時の教員の引率費用について,申請のあった 6つのプログラムに対して支援した。 

 プログラム名 

1 協定校異文化交流研修及び海外教育施設におけるインターンシップ 

2 世界共通課題 NCDsに対する協定校との協働研修 

3 UHC 推進に貢献できる国際的保健医療人材育成プログラム 

4 国際的な視点を持つリハビリ人材育成のための東アジア研修プログラム 

5 UiTM への短期語学留学実施による英語力と国際力の向上を目指す 

6 グローバル化する日本社会の専門職リーダーを育成する～群馬大学 GFLプログラム～ 

 

 公開講座 

GIC では,群馬県内で在留外国人のための日本語ボランティアを行っている方々を対象に,日本に

定住する外国人について,その背景,来日の目的,環境などを理解し,日本語学習支援において必要

な内容を検討することを目的として公開講座を開催した。 

 

参加者：16名 

開催方法：毎回 14時～15時 30分,オンライン 

内容,担当者： 

8月 19 日（土）ニューカマーとは誰なのか 担当：松田デレク 

8月 26 日（土）どうして日本語を学ぶのか 担当：松田デレク 

9月 2日（土）日本語学習を助けるコミュニケーション 担当：大和啓子 

9月 9日（土）「発音」について知っておきたいこと 担当：渡邊知釈 

9月 16 日（土）習っているのに使えない文法 担当：牧原 功 

 

 学外諸会議への教員の派遣 

留学生受入等,GIC業務に関わる学外諸会議に以下のとおり参加した。 

 

・留学生受入れ・支援等担当者連絡会議 

場所：東京大学 日時：2023年 7月 14日（金） 

出席者：陳雲蓮 

 

・めぶくプラットフォーム・海外姉妹都市バーミングハム市名誉領事との意見交換会 

場所：前橋市役所 日時：2023年 10月 16日（月） 

出席者：渡邊知釈 

 

・2023 年度東京外国語大学留学生日本語教育センター大学進学説明会（文系） 

場所：オンライン 日時：2023 年 10 月 27 日（金） 
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参加者： 松田デレク  海外交流課 福島健太,坂本英里奈 

令和 5 年度日本語・日本文化研修留学生問題に関する検討会議 

場所：大阪大学箕面新キャンパス  日時：2023 年 11 月 10 日（金） 

出席者：松田デレク 

 

・令和 5 年（2023 年）度全国大学 JDP 協議会総会 

場所：オンライン 日時：2023 年 12 月 7 日 

出席者：越智貴子 

 

・文化庁令和 5 年度日本語教師養成・研修推進拠点整備事業 

第１回連絡協議会・日本語教師能力研究部会 

場所：筑波大学 日時：2023年 3月 8日（金） 

出席者：牧原功 
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4 学生支援センター 

学生支援センターは，学生生活及び就職活動に対する支援，修学に係る相談等を行っている。運

営に当たり委員会を置き，各学部等から委員が選出されている。審議内容等は，学生相談，生活支

援及び就職支援等である。当該支援業務の事務は，学生支援課が各学部の学生支援担当係と連携を

図り行っている。令和 5年度の主な支援等の事項は，次のとおりである。 

 

4.1 入学料免除及び徴収猶予 

入学料について，学部生においては，特別な事情（学資負担者が 1年以内に死亡又は本人若しく

は学資負担者が風水害等の災害を受けた場合をいう。）により納入が著しく困難な場合について，

また，大学院生，専攻科生においては，経済的理由により納入が困難，かつ，学業優秀と認められ

る場合又は特別な事情により納入が著しく困難な場合について，修学を支援するため，免除及び徴

収猶予を行っている。 

また，東日本大震災により罹災したことに伴う経済的理由により納入が著しく困難な場合につい

て，免除を行っている。 

 

 入学料免除申請者数，免除者数 

令和 5 年度入学料免除申請者数，免除者数は，次のとおりである（詳細は「資料 8.1.19 令和 5年度

入学料免除・徴収猶予実施状況」のとおり）。 

4月 1日入学：免除申請者数  209人，免除者数  184人 

  10 月 1日入学：免除申請者数  15人，免除者数  14人 

 

 入学料徴収猶予申請者数，徴収猶予者数 

令和 5年度入学料徴収猶予申請者数，徴収猶予者数は，次のとおりである（詳細は「資料 8.1.19令和

5年度入学料免除・徴収猶予実施状況」のとおり）。 

   4月 1日入学：徴収猶予申請者数  7人，徴収猶予者数  4人 

   10 月 1日入学：徴収猶予申請者数  1人，徴収猶予者数  1人 

 

4.2 授業料免除及び徴収猶予 

経済的理由により納入が困難，かつ，学業優秀と認められる学生又は特別な事情（学資負担者が納入

期限の 6月以内（入学者については，入学前年 1月以降）に死亡又は本人若しくは学資負担者が風水害

等の災害を受けた場合をいう。）により納入が著しく困難な場合について，修学を支援するため，授業料

免除及び徴収猶予を行っている。 

また，東日本大震災により罹災したことに伴う経済的理由により納入が著しく困難な場合について，

又は学部生及び大学院に在籍する，成績が特に優秀な学生を対象として，授業料免除を行っている。 

 

 免除申請者数，免除者数 
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令和 5 年度授業料免除申請者数，免除者数は，次のとおりである（詳細は「資料 8.1.20 令和 5 年度

授業料免除・徴収猶予実施状況」のとおり）。 

前期：免除申請者数 751人，免除者数 686人 

後期：免除申請者数   724 人，免除者数 659人 

 

 徴収猶予申請者数，徴収猶予者数 

令和 5年度授業料徴収猶予申請者，徴収猶予者数は，次のとおりである（詳細は「資料 8.1.20令和 5

年度授業料免除・徴収猶予実施状況」のとおり）。 

 前期：徴収猶予申請者数 0人，徴収猶予者数 0人 

 後期：徴収猶予申請者数 0人，徴収猶予者数 0人 

 

4.3 寄宿料免除 

本学では，学生本人又は学資負担者が風水害等の災害を受け,納入が著しく困難と認められる場合，

寄宿料免除を行っている。 

 

 免除申請者数，免除者数 

令和 5年度寄宿料免除申請者数，免除者数は，次のとおりである。 

 免除申請者数 0人，免除者数 0人 

 

4.4 奨学金 

本学では，日本学生支援機構の奨学金と地方公共団体や民間奨学団体から本学に募集依頼のあった奨

学金を扱っている。これらの奨学金は，いずれも学業・人物ともに優秀であり，かつ健康であって経済

的理由により学資の支弁が困難であると認められた者が対象となる。 

なお，日本学生支援機構の奨学金には，無利子貸与の第一種奨学金と有利子貸与の第二種奨学金と返

還不要の給付奨学金があり，貸与奨学金は，貸与終了後に返還が必要となる。 

 

 日本学生支援機構奨学生数（令和 5年 10月 1日現在） 

令和 5年 10月現在の日本学生支援機構奨学生数は，次のとおりである。 

第一種：学部生 806人，大学院生 201人 

第二種：学部生       656 人，大学院生     26人 

給 付：学部生 458人，大学院生 0人 

  （詳細は「資料 8.1.21日本学生支援機構奨学生数」のとおり：「学部生」には，専攻科生を含む。） 

 

4.5 学生相談体制及び学生相談 

本学は，次のような学生相談体制を設け，学生の個人的な問題や悩みごとについての相談に応じてい

る。 
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 学生相談体制 

全学の学生を対象に荒牧キャンパスに学生相談室を，また，理工学部の学生を対象に桐生キャンパス

に学生相談室分室を設けて相談に応じている。 

 

 主な相談事項 

主な相談事項は，勉学・進路・就職活動，メンタルヘルス，クラブ・サークル活動，経済的事情・

アルバイト，対人関係についてなどである。 

 

 学生相談実態調査アンケートの実施及び活用 

令和 5 年 12 月現在で在籍している助教以上の専任教員に対して，令和 5 年１月１日から 12 月 31 日

までの間に学生から相談のあった内容や各教員の対応について「学生相談実態調査アンケート」を令和

6年２月に実施した。 

実施方法については，Google フォームを活用し Web上で回答を入力してもらい，入力されたデータを

用いて報告書にまとめた。 

なお，アンケート回答率は 55.09％であった。 

 

4.6 授業欠席状況調査 

欠席状況調査は，授業への受講状況を通して本学学生の学業意欲を調査し，精神面の障害や不健康状

態にある者を早期に発見して，面談等により本人へ適切な指導を与えることを目的としている。 

 

 授業欠席者数及び主な欠席理由 

令和 5年度前期欠席者数：28名,後期欠席者数：70名 

詳細は「資料 8.1.22令和 5年度学部 1～3年次生欠席状況調査一覧（前期・後期）」のとおり） 

主な欠席理由： 

早朝に授業があるため寝坊，精神的な悩み，身体的病気怪我，進路の迷い等 

 

 実施方法，時期 

１） 実施方法 

・ 実施時期は，5月（前期）と 11月（後期）の年 2回を実施基準月とする。 

・ 調査対象は，卒業研究に着手(研究室に所属)しない学部学生とする。 

・ 調査科目は，各学部が指定した科目とする。 

ただし，1年次は，学部の依頼により大学教育センターが指定した授業科目とする。 

・ 調査方法は，調査科目について連続 4回の出欠チェックを行う。 

・ 集計作業は，各学部担当事務（1年次生は学務部）が行う。 

・ 4回のチェックのうち 3回以上欠席した者をクラス担任別に集計する。 
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・ クラス担任別集計に基づき面接対象一覧と個人ごとの面接票を作成する。 

・ 面接票には学籍番号，所属，氏名，電話番号等を記載する。 

・ 学部長名（1年次生は学生相談・生活部会長名）で面接対象一覧と面接票を添えて，クラス

担任等に対して欠席者の事情聴取を期限内に終了するよう依頼する。 

２） クラス担任による欠席者の事情聴取 

・ 調査方法は，クラス担任等が対象者を呼び出し，直接面談により欠席理由等を聴取する。 

・ 面談により適切な指導を行い，かつ，精神科医の面談の要否を判断し，その内容を面接票

に記載して，その都度学部長（1年次生は学務部）に提出する。 

３） 医師による欠席者との面談 

クラス担任等から学部長（1 年次生は学務部）に提出された面接票を，健康支援総合センター

医師が確認し，医師の指導が必要であると判断した欠席者と面談を行い，必要なカウンセリン

グ等を行う。 

 

4.7 障害学生への支援 

障害のある学生がその能力並びに障害の種別及び程度に応じ，充分な教育を受け，学生生活を送る

ことができるよう，大学教育・学生支援機構学生支援センターに，障害学生支援室を設置している。 

 

 支援内容 

群馬大学障害学生修学支援実施要項に基づく修学支援が必要な学生には，個別に障害の種別及び程

度に応じた支援内容を明記した「配慮願い」を授業担当教員へ通知している。また，全教員に対して

「障害学生支援での一般的な配慮事項」を配付して周知を図っている。 

聴覚障害学生には，授業ごとに必要に応じて，ＵＤトークやパソコンテイク，手話通訳等の情報保

障を行い，肢体不自由学生には，休憩室の設置，車椅子対応の施設整備，低身長者のための踏み台の

設置，介助者による移動介助などの支援を行い，内部障害学生には，講義中のトイレ退席等の配慮，

また，発達障害学生には，休憩室の設置，学生支援センター専任教員及び健康支援総合センター医師

による面談，履修相談などの支援を行っている。 

 

4.8 学生教育研究災害傷害保険，学研災付帯賠償責任保険 

学生教育研究災害傷害保険は，学生が正課，学校行事，学校施設内外における課外活動，学校施設内，

通学，学校施設等相互間の移動時に係る全ての傷害に対して補償を行う保険である。 

学研災付帯賠償責任保険は，学生が正課，学校行事，インターンシップ，介護等体験活動，教育実習，

ボランティア活動等及びその移動時に，他人にけがを負わせたり，他人の財物を損壊したことにより被

る法律上の損害賠償を補償する保険である。 

本学では，教育研究の円滑な実施のために，入学の際に当該保険に全員が加入することを勧めている。 

 

 加入者数 
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令和 5年度の学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険の加入者数は，学部生 4,787人・

大学院生 918 人の加入をしている。詳細は，「資料 8.1.23 令和 5年度学生教育研究災害傷害保険，学研

災付帯賠償責任保険加入者数」のとおりである。 

 

 請求種別保険金請求件数 

令和 5 年度の学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険の請求種別保険金請求件数は，

総計 29 人の請求を行っている。詳細は，「資料 8.1.24 令和 5 年度学生教育研究災害傷害保険，学研災

付帯賠償責任保険請求種別保険金請求件数」のとおりである。 

 

4.9 通学証明書，学生旅客運賃割引証 

通学証明書は，学生が JR・私鉄・バス等の通学定期券を購入する際に必要となる証明書である。学生

旅客運賃割引証は，学生の修学上の経済的負担軽減と学校教育の振興に寄与することを目的としている

制度で，片道乗車区間の距離 100kmを超える区間を乗車する際に使用することができる。 

通学証明書の発行業務は,各キャンパス事務担当が行い,学生旅客運賃割引証発行は,証明書自動発行

機で行っている。 

 

 発行枚数及び主な発行理由 

令和 5年度の通学証明書及び学生旅客運賃割引証の発行枚数等は，通学証明書(電車・バス)1,187枚，

学生旅客運賃割引証 17,959 枚の発行を行っている。詳細は，「資料 8.1.25 令和 5 年度通学証明書発行

枚数，学生旅客運賃割引証発行枚数及び主な発行理由」のとおりである。 

 

4.10 学生寮 

本学には，前橋地区に養心寮，桐生地区に啓真寮の 2寮がある。学生寮は，学生が修学にふさわしい

環境において勉学を継続するための住居施設として設けられている。 

 

 養心寮入寮者数 

令和 5年度の養心寮入寮者数（定員は男子 74人，女子 62人，合計 136人，寄宿料月額 4,300円）は，

延入居者数が 1,726人で，入居率は 78.2%である。なお，男子部屋数は 77室であるが，入居不可室が 3

室あるため，74室を定員とした。 

 

 啓真寮入寮者数 

令和 5年度の啓真寮入寮者数（定員は男子 65人，女子 24人，合計 89人，寄宿料月額【ワンルーム

型 25,000円，シェア型 15,000円】）は，延入居者数が 896人で，入居率は 83.9% である。 

詳細内訳 

ワンルーム型：定員は男子 22人，女子 10人，合計 32人，延入居者数が 298人で，入居率は 77.5% 

シェア型：定員は男子 34人，女子 14 人，合計 48人，延入居者数が 598人で，入居率は 92.2% 
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4.11 生活支援施設 

本学では，学生生活の利便性を確保し，経済面の支援を図るために荒牧地区，昭和地区及び桐生地区

にそれぞれ食堂・売店等を設けており，群馬大学生活協同組合に委託している。 

食堂では食事及び懇親会等を，売店では，書籍，日用品，旅行斡旋等を市価より安く提供している。 

 

 食堂 

事 項 ・ 地 区 荒 牧 地 区 昭 和 地 区 桐 生 地 区 

座席数 447席 
(ﾎｰﾙ内 405 席,外 42 席) 

286席 
(ﾎｰﾙ内 264 席,外 22 席) 

558席 
(ﾎｰﾙ内 438 席,外 20 席, 

桐園 100 席) 

営業時間 11:30～13:30 11:30～13:30 11:15～13:45 

年間営業日数 239日 239日 239日 

年間利用者数 83，300 人 39，100人 83，100人 

提供メニュー数 40以上 20以上 40以上 

 

 売店 

事 項 ・ 地 区 荒 牧 地 区 昭 和 地 区 桐 生 地 区 

営業時間 10：00～17:00 10:00～17:00 10：00～17:00 

年間営業日数 239日 239日 239日 

年間利用者数 87，100 人 58，800人 51，700人 

 

4.12 課外活動施設 

本学には，荒牧，昭和，桐生の各キャンパスに各種の課外活動施設があり，体育の授業の他，学生の

利用に供している。その主な施設については，次のような施設仕様，使用等状況である。 

 

 体育施設 

荒牧キャンパス 

 陸上競技場 陸上競技場は，400 メートルトラックである。陸上競技部が主とし

て使用している。 

また，トラック内のインフィールドも，やり投げ等の陸上種目の他，

多目的な軽スポーツ実施の場として使用している。 

 サッカー・ラグビー場 サッカー・ラグビー場は，サッカー又はラグビーの公式試合が可能

な面積を持っており，サッカー，ラグビー及びフットサル用のゴー

ルが設置してある。また，夜間照明も設置してあり，サッカー部，

ラグビー部，アメリカンフットボール部，フットサルサークル及び

ラクロス部が主として使用している。 

 テニスコート テニスコートは，硬式専用コート 3面，軟式専用コート 3面（いず

れもクレーコート），全天候型コート 2面（オムニコート），両用コ

ート 1 面（クレーコート（ゴルフ練習施設併設））の 9 コートがあ

り，硬式テニス部やソフトテニス部が主として使用している。 

また，オムニコートは夜間照明が設置してあり，人工芝のため雨上

がりにすぐ使えることもあり，利用率が高い。その反面，人工芝の

消耗も激しく，修繕費がかかるのが難点となっている。 

 野球場 野球場は，天然芝で，夜間照明が設置してある。硬式野球部，準硬

式野球部，医学部準硬式野球部及び軟式野球サークルが主として使



 

61 
 

学生支援センター 

用している。 

 プール プールは，50メートル 8コースで，6月から 8月まで使用している。

水泳部が主として使用している。循環器装置のメンテナンスを実施

しているが,経年劣化による故障が多発しているため，継続維持を

するための修繕費がかかるのが難点となっている。 

 第 1体育館 第 1体育館は，主としてバレーボール，バスケットボールなどに使

用し，それぞれ 2面使用可能である。バレーボール部，バスケット

ボール部が主として使用している。 

大規模な改修を行っていないため，経年劣化による故障による修繕

が増加している。 

 第 2体育館 第 2体育館は，主としてバドミントン，卓球，体操競技，ダンスな

どに使用している。 

また，ダンス用の広い面積の鏡や，体操での安全確保用のウレタン

を敷き詰めたピットも設けている。 

大規模な改修を行っていないため，経年劣化による故障による修繕

が増加している。 

なお，第 1体育館，第 2体育館の間にトレーニングルームが併設さ

れている。 

 武道場 武道場は，剣道用の床面が 1面，柔道用の畳面が 1面の計 2面があ

り，各種武道で使用する他，畳面にレスリング用マットを敷き詰め

てレスリングをすることも可能である。主として剣道部，柔道部，

空手道部，少林寺拳法部が使用している。 

 弓道場 弓道場は，平成 22年度に新営され，公式試合が可能となった。主と

して弓道部が使用している。 

 馬場 馬場は，馬術部が使用している。乗馬して練習すると馬場の表面が

荒れるため，馬術部学生が馬場の部室に常駐（授業時間及び深夜を

除く）し，馬の飼育と馬場の管理を行っている。 

なお，飼育している馬は馬術部の所有であり，その餌代は，日本中

央競馬会からの寄付と馬術部の学生が負担している。 

昭和キャンパス 

 体育館 体育館は，バレーボール・バスケットボール・バドミントンなどの

球技で使用するアリーナと，剣道場・柔道場各 1面の武道場があり，

武道場の 2階は卓球場となっている。 

昭和地区では体育の正課授業がないため，学生の課外活動用とし

て，バレーボール部，バスケットボール部，バドミントン部，剣道

部，柔道部，卓球部が主として使用している。 

 弓道場 弓道場は敷地面積が狭隘であるため，荒牧地区と比べると射場の幅

は狭くなっている。弓道部が主として使用している。 

桐生キャンパス 

 菱グラウンド（サッカー・ラ

グビー場，野球場） 

サッカー・ラグビー場は，サッカー及びラグビー用のゴールが設置

してあり，サッカー部，ラグビー部及びフットサルサークルが主と

して使用している。野球場は，天然芝で，硬式野球部が主として使

用している。 

 テニスコート テニスコートは全天候型コート（オムニコート）が 3面あり，硬式

テニス部，ソフトテニス部が主として使用している。 

また，夜間照明が設置してあり，人工芝のため雨上がりにすぐ使え

ることもあり，利用率が高い。その反面，人工芝の消耗も激しく，

修繕費がかかるのが難点となっている。 

 プール 

 

プールは，25メートル 7コースで，6月から 8月まで使用している。

水泳部が主として使用している。荒牧地区同様に，近年は経年劣化

による故障が多発しているため，継続維持をするための修繕費がか

かるのが難点となっている。 

 体育館 体育館は，1 階には剣道用の床面が 1 面，柔道用の畳面が 1 面の計
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2 面があり，各種武道で使用している。剣道部，柔道部，空手道部，

少林寺拳法部，ダンスサークル，八木節同好会が主として使用して

いる。また，トレーニングルームも併設されている。2 階は主とし

て球技用のフロアであり，バスケットボール部，バレーボール部，

卓球部，バドミントン部が主として使用している。 

 弓道場 弓道場は，弓道部が主として使用している。 

 

 文化施設 

文化施設等は，次のとおりである（荒牧キャンパスのみ）。 

ミューズホール：大学会館内の多目的ホールで，各種会合，集会等に使用する施設である。 

集会室： 2室の集会室があり，うち 1室は和室である。和室は主として茶道部が使用している。 

 

 課外活動共用施設 

○荒牧キャンパス 

課外活動共用施設は，南北に 2棟あり，北棟は主として運動系サークルが，南棟は主として文化

系サークルが共同で利用している施設である。北棟は 1階，2階ともに 8部屋の計 16部屋あり，南

棟は 1階，2階ともに 6部屋の計 12 部屋がある。 

北棟 1階に運動講義関係の器具庫があり，その他の部屋は部室として使用している。南棟は音楽

演奏に向く防音の部屋が 1室，写真部用の暗室，学生が各種印刷に利用する印刷室などがある。ま

た，荒牧祭実行委員会もこの課外活動共用施設を中心に活動している。 

 

○昭和キャンパス 

課外活動施設は体育館と繋がっており，1階，2階，3階に各 6部屋の計 18部屋あり，1階には

音楽演奏に向く防音の部屋が 4室ある。主に文化系クラブ・サークルが利用している。 

 

 ○桐生キャンパス 

課外活動共用施設は，1 階に 9部屋，2階と 3 階に各 6部屋の計 21部屋あり，1階には音楽演奏

に向く防音の部屋が 1室，写真部用の暗室，学生が各種印刷に利用する印刷室などがある。主に文

化系クラブ・サークルの活動場所や運動部の器具庫及び倉庫として利用している。 

 

 合宿所 

○荒牧キャンパス 

4部屋あり，広さは談話室が 12畳，1・2号室が計 22畳，3号室が 14畳，4号室が 14畳である。 

なお，就寝用具などは学生の持ち込みとなっている。 

  

○桐生キャンパス 

4部屋あり，広さは 1号室が 12 畳，2号室が 15畳，3・4号室が各 6畳である。 

関東甲信越大学体育大会などの各種競技大会開催間近には，強化合宿で利用率が非常に高くなる。 
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なお，就寝用具が部屋に備えられているが，就寝用具不足の場合は，学生の持ち込み対応となっ

ている。合宿所内の共用の調理場や浴室等も利用できる。 

 

4.13 学生団体及び主な活動 

学生団体及び主な活動は，次のとおりである。 

 

 学生団体 

令和 5年度のクラブ・サークルは，「資料 8.1.26令和 5年度 クラブ・サークル一覧」のとおりであ

る。 

本学の運動部で対外試合のある種目では，荒牧キャンパスと桐生キャンパスは「4 年制大学」の出場

枠となり，昭和キャンパスは「6年制大学」の出場枠となるため，同じスポーツ名ではあっても「荒牧・

桐生」と「昭和」は別団体，というクラブ・サークルが多い。 

 

 大学祭 

学生の意識高揚と，広く群馬大学を学外に情報発信することなどを目的とし，大学祭を開催している。

令和 5年度は，新型コロナウイルス感染対策を最大限考慮し，荒牧祭（荒牧キャンパス）を令和 5年 11

月 27 日～28 日，医学祭（昭和キャンパス）を 10月 28 日,群桐祭（桐生キャンパス）を令和 5年 10月

15日～16日に実施した 

 

 関東甲信越大学体育大会 

関東甲信越大学体育大会は，学生スポーツの健全な発達及び普及を図り，併せて相互の親睦に資する

ため関東甲信越地区 13大学（東京地区大学を除く。）が共同で開催している。 

令和 5年度は，横浜国立大学が主管校として，横浜国立大学，横浜市立大学，千葉大学の 3大学がそ

れぞれ以下の種目を担当し実施された。令和 5 年 8 月 15 日～令和 5 年 8 月 31 日の日程で全 17 種目が

開催され,各大学が担当した競技種目は下記のとおりである。 

横浜国立大学担当：陸上競技，ソフトテニス,剣道，卓球，弓道 

横浜市立大学担当：硬式野球，サッカー，バスケットボール，水泳，体操，柔道 

千葉大学担当  ：準硬式野球，ラグビー，バドミントン，空手道，バレーボール，テニス 

 

 クラブ・サークルリーダーシップ研修会 

クラブ・サークルリーダーシップ研修会は，クラブ・サークルの新旧リーダー等を対象に，課外活動

団体の健全な活動及び発展に寄与させることを目的として毎年行っている。 

令和 5年度は，以下のとおり実施した。 

（研修スタイル）令和 6年 2月 28日 対面研修で開催 

（研修内容《講演》） ① クラブ・サークルリーダーのあるべき姿について 

② 酒・たばこについて 
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③ 生活安全について 

④ 救命講習 

 

4.14 学生の就職支援 

荒牧キャンパスに全学生が利用可能な進路指導室としてキャリアサポート室を設置している。学生自

身の適性や志向を見定め，明確な目的意識を持たせ，社会や仕事，働くことの意味や意義を考え学ばせ

る実践的な就業体験や各種の就職ガイダンス・セミナーを開催し，多様化する就職活動に対する支援を

行っている。 

 

 進路状況及び主な就職先 

令和 5年度の学生の進路状況等は，「資料 8.1.27令和 5年度進路状況及び主な就職先」のとおりであ

る。 

 

 全学就職ガイダンス・セミナーの開催 

本学で実施した就職ガイダンス等は，次のとおりである。 

1）就職ガイダンス 

基本講座 全 3回 

実践講座 全 7回 

特別講座 全 4回 

  2）公務員講座 全 3回 

 3）各種試験対策講座 全 2回 

  4）インターンシップ関係,説明会及び成果報告会等 全 4回 

5）合同企業説明会・公務員等業務概要説明会 全 2回 

6）医学部生向け講座 全 4回 

 

 キャリアカウンセリングの充実 

学生の就職相談体制の強化として，荒牧地区，昭和地区及び桐生地区にキャリアカウンセラーを配置

し，原則,対面(オンライン希望者には Zoom)によるカウンセリングを実施した。 

1）利用実人数： 475人 

2）主な相談・指導内容 

・就職活動の進め方・職業適性・自己分析の相談 

・エントリーシート，履歴書の添削 

・面接試験の指導助言 

 

 キャリアサポート室における情報収集環境の充実 

1）求人情報や仕事研究・インターンシップ情報,企業情報等を集約し,「ぐんだい進路（群馬大学_進

路・就職支援システム）」に掲載 

2）就職情報検索等のためのパソコン・プリンターを設置 
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3）各種求人・会社説明会・インターシップ・公務員試験案内等の設置と配付 

4）先輩の就職活動報告書の公開 

5）就職関連書籍・ＤＶＤ，ガイダンス動画の貸出 

6）就職ガイダンス開催・各種企業説明会，セミナー等の案内やカウンセリングの予約状況等につい

て，Ｘ（旧ツイッター），Ｇメールによる情報発信 

 

 就職支援の体制強化の充実 

１） 国公私大学が参加する就職指導担当者研修会や全国就職指導ガイダンスにおいて意見交換を図る

とともに企業の人事担当者等による専門的助言や情報の収集により就職支援体制を強化した。 

２） 体験型インターンシップを推進するため，実習先企業を継続的に確保し，また受入企業の新規開

拓を図った。 

・インターンシップ受入企業等： 337企業・法人・官公庁 

・インターンシップ参加者： 543人 

３） 就職活動に特化した情報を学生に提供できるよう,本学学生のための就職支援ポータルサイト

「ぐんだい進路（群馬大学_進路・就職支援システム）」を導入した。 

【主な機能】 

・ 求人情報や仕事研究・インターンシップ情報,企業情報の閲覧 

・ エントリー受付 

・ 進路希望,活動報告書及び進路決定届の登録 

・ キャリアカウンセリング・ガイダンスやセミナーの予約・変更・確認 

・ 先輩の体験記（活動報告書・進路決定届）の閲覧 

 

4.15 キャンパスニュース群の発行 

主に各キャンパスの学生活動情報をウェブサイトに掲載し発信している。 

 

4.16 事件・事故 

本学学生が関係した事件・事故の件数は，次のとおりである。 

・交通事故及び接触事故：29件（学内 13件，学外 16件） 

・盗難：0件 

・その他犯罪被害等：0件 
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5 アドミッションセンター 

アドミッションセンターは,学生受入センターを改組し,2022 年４月に発足した。センター長（副学

長）,副センター長（専任及び兼任）,兼任教員（各学部の入試又は学生募集広報担当委員会の委員）及

びアドミッション・コーディネータ（専任）が在籍する組織である。次に掲げるセンターの業務を円滑

に遂行するため,運営会議,入学試験委員会及び高大連携・学生募集広報委員会を設置している。 

・ 入学者選抜方法の企画，立案及び改善に関すること。 

・ 入学者選抜（大学入学共通テストを含む。）実施に係る総括に関すること。 

・ 入学者選抜の結果の分析及び評価に関すること。 

・ 入学者選抜に係る調査及び研究に関すること。 

・ 入学者選抜に係る情報の保護，管理及び開示に関すること。 

・ 入学者選抜に係るリスクマネージメントに関すること。 

・ 高大連携活動の企画，立案及び実施に関すること。 

・ 学生募集広報活動の企画，立案及び実施に関すること。 

 

5.1 学生募集広報戦略の立案 

本戦略は,年度初めの４～５月,最新の入試データをもとに更新・作成し,運営会議及び高大連携・学

生募集広報委員会において,検討している。高校と本学の良好な関係構築を図り,文部科学省が進める高

大接続改革（高等学校教育,大学教育,大学入学選抜の一体的な改革）を念頭に,よりよい学生の獲得を

目指していく。 

 

5.2 高等学校学習指導要領（2018年 3月告示）に対する入試対応 

2022年度から高等学校に入学する生徒は,2018年 3月に告示された新しい学習指導要領に基づいて学

習することになる。この新しい指導要領に対応するため,本学の 2025年度入試における利用教科・科目

および個別学力検査等について検討し,ウェブサイトに掲載して,周知した。 

また,大学入学共通テストにおいては,「情報Ⅰ」が新たな教科として追加されることから,当該教科

の配点を検討するため,入学試験委員会の下に入試方法開発・分析部会を設置し,各学部との調整を行っ

た。当該部会及び入学試験委員会での協議の結果,「情報Ⅰ」の配点を全学的に 50点満点（医学部医学

科の一般選抜前期日程は 25点満点）とすることとした。 

 

5.3 新たな総合型選抜の実施 

本学では,情報学部を核として ICT リテラシーを全学部生に提供するとともに,全ての領域の学生・研

究者の研究活動をデータサイエンスで支援している。その取り組みを入学時から構築し,多様な学生を

受け入れることを目的として,2025 年度入学者選抜から,プログラミング等の高度な情報スキルを持つ

高校生を対象にした総合型選抜「iTFL（information Technology Frontier Leader）入試」を実施する

こととした。また,同じく多様な背景を持つ学生の受入れを促進することを目的として,2025年度入学者

選抜から,私費外国人留学生選抜の出願資格に該当しない外国籍生徒等を主に対象とした新たな総合型
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選抜「外国人生徒等入試」も実施することとした。 

 

5.4 入学者の選抜方法改善と追跡調査 

前年度入試の実施状況等については,受験産業による報告会を学内で複数回実施して本学を含めた大

学入試の最新動向の把握を行った。 

 

これら複数回の場で得た情報,受験産業から個別に提供された情報,そして本学で実施した各種アン

ケートや入学後の成績等の追跡調査結果を基に,各学部において「入学者選抜方法研究報告書」を作成

し,次年度以降の入試改革に役立てることとした。 

なお,2023年度は,下記のとおり 2024 年度入学者選抜において変更を行った。 

・共同教育学部英語専攻の入学者選抜の変更 

募集人員 学校推薦型選抜  ５名（新たに導入） 

前期日程    １０名（１２名→１０名） 

      後期日程     廃止（３名→０名） 

・共同教育学部音楽専攻の入学者選抜の変更 

  募集人員 学校推薦型選抜 ２名（４名→２名） 

       前期日程    ９名 

       後期日程    ２名（新たに導入） 

・共同教育学部保健体育専攻の入学者選抜の変更 

  学校推薦型選抜では,出願要件について,新たに【野球】を追加 

  一般選抜・私費外国人留学生選抜では,実技試験で【野球】を実施 

・情報学部学校推薦型選抜のＧＦＬ特別枠出願要件の変更について 

  （変更後）TOEFL-iBT：50点以上（Home Editionは除く） 

  （変更前）TOEFL-iBT：42点以上（Home Editionは除く） 

・医学部保健学科学校推薦型選抜における面接の実施方法の変更について 

  （変更後）個人面接／5分程度を複数回／面接員複数 

  （変更前）集団面接／20分／面接員複数 

 

5.5 オープンキャンパス等 

本学では,教育研究及び学園生活の現状を,具体的に分かりやすく伝える場として,また,受験生の進

路決定に資することを目的として, 2023 年度も Web オープンキャンパスと各学部のオープンキャンパ

ス（対面実施）を実施した。 

このオープンキャンパスに対して,過去３年度において志願実績のある高校（1,325校）へ周知文書と

チラシを送付し,加えて,前年度の群馬大学オープンキャンパス申込者へのメール配信,そして,本学ウ

ェブサイトや SNS等でも積極的に告知した。 

 

 群馬大学 Webオープンキャンパス「GU’DAY2023」 

全学と各学部を一本化し,Webによる「群馬大学 Webオープンキャンパス『GU’DAY2023』」を開催した。

前年度までは,事前登録制としていたが,それを廃止し,オンデマンド型にして,参加者の利便性を高め
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た。 

 

 学部別オープンキャンパス 

2023年度は,前記したように,新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が５類感染症に移行したことか

ら,共同教育学部,情報学部,医学部医学科,医学部保健学科及び理工学部それぞれのキャンパスで「学部

別オープンキャンパス」（対面実施）を開催した。例年同様に,総務課広報係と連携した事前の PR 活動

等の効果もあり,予約の枠が直ぐに埋まってしまうなど盛況であった。各学部学科とも,キャンパスツア

ー,学生イベント,個別相談,模擬授業等を行い,延べ 3,611 名の参加者があった。 

 

5.6 高大連携活動 

⾼校からの要望（⼤学教員へのインタビューや⼤学⽣の⾼校への派遣等）に対応した。前年度までは

県内公立高校との連携がほとんどだったが,2023 年度にアドミッションセンターへ新規に相談や依頼の

あった高校は,いずれも私立や県外の高校だった。本学の活動が周知され,幅広い高校へのアピールにつ

ながっていると考えられる。また,高等学校の必修科目「総合的な探究の時間」について,本センターと

群馬県教育委員会が連携し,⾼⼤連携による授業の充実を図るための情報交換会を開催することとした。 

 

5.7 学生募集に係わるその他の広報活動 

アドミッションセンターでは,改組後も引き続き,学生募集に係わる様々な広報活動を行っているが,

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が５類感染症に移行したことから,対面での対応が増える結果

となった。その主な学生募集に係わる広報活動の事項とその状況は,次のとおりである。 

 

 高等学校等の教員を対象とした説明会 

本学の主催で,高等学校等の進路指導担当等の教員を対象とした「高等学校等の教員を対象とした入

学試験に関する大学説明会」を,例年６月下旬に開催している。これは以前,高等学校等の「進路面談（７

月中旬頃）の前に,説明会を行って欲しい」旨の意見を進路指導担当等の教員から受け,2016 年から開催

日時を従来の７月下旬より前倒しして行っている。 

2023年度はオンラインにて従来通りの６月 23日（金）に「高校教員向けオンライン入試説明会」と

して本学主催で開催した。この説明会には,過去３年間の入試において志願者のあった約 1,300 校へ案

内通知し,75校の高校教員の参加があった。 

また,本学主催ではないが,高校教員向け入試説明会として次の３件へアドミッションセンターとし

て参加し,説明を行った。（１）5 月 26 日（金）「東京・多摩地区高校進路指導協議会主催の懇談会」東

京都・神奈川県・埼玉県の高校 31校参加,（２）8月 8日（火）「東京・多摩地区高校向けオンライン入

試説明会」都立高校中心に 16校参加,（３）12月 22日（金）「静岡向けオンライン入試説明会」静岡県

の高校 18校参加。 

 

 群馬県高等学校長協会との意見交換会 
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2023 年度は,11 月に群馬県高等学校長協会と本学関係者での意見交換会を実施した。2025 年度及び

2026年度入学者選抜の実施教科・科目等,大学入学共通テスト「情報Ⅰ」の扱い,本学が提供する模擬授

業等について意見交換を行った。 

 

 大学説明会・進学相談会 

2023年度における大学説明会の実施は前年度並の 119校であったが,そのうちオンラインでの対応が

前年度より 18校減少し,25 校となった。新型コロナウイルス感染症の発生から 5年目という年であった

が,オンラインを活用しつつも,対面での説明会を望む高校がコロナ前のように戻ってきている印象で

ある。また,初の取り組みとして「群馬大学説明会 at太田キャンパス」（2023年 12月 27日（水））と題

し,太田キャンパスにおける本学主催の説明会を開催した。説明会だけでなく,マスメディア向けにプレ

スリリースを行ったりキャンパスツアーを行ったりして,太田キャンパスの PRの場ともなった。東毛地

区を中心に定員を超える申込・参加があり,高いニーズを示したことから,2024年度も開催する予定であ

る。 

 

 夢ナビライブ 

株式会社フロムページが主催する高校生向け進学イベント「夢ナビライブ」は,オンラインとオンデ

マンド配信が混合した形での開催となった。本学は７月 15 日と 16 日の両日開催の「夢ナビライブ

2023Web in Summer」と,10月 20 日と 21 日の両日開催の「夢ナビライブ 2023Web in Autumn」におい

て,学部教員による夢ナビ講義・オンライン質問対応,アドミッション・コーディネータによる大学説明

会,そして,学生広報大使によるオンラインセミナー（トークライブ）を行った。５名の教員による講義

等（参加者計 351 名）,大学説明会（参加者計 79 名）,８名の学生広報大使によるオンラインセミナー

（参加者計 172名）を行った。 

 

 出張模擬授業 

高校からの依頼により,オンラインを含め延べ 42 校の高校生に対して,各学部学科等による出張模擬

授業を実施した。なお,2023年度からアドミッションセンターが実施する模擬授業を本格スタートさせ,

講師陣には本学の OB・OG 教員も加え,文理合わせて 12講座（2024 年 3月時点）を揃えた。2023 年度は

県内を中心に樹徳高校や富岡高校などで 5 回実施した。引き続き積極的に実施し,高校側のオファーに

できる限り迅速に対応していく。 

 

 高校訪問 

アドミッションセンターの教職員を中心に,県内・隣県等の延べ 28校を高校アプローチ戦略に基づい

て訪問し,高校の進路指導主事等との意見交換を行った。 

 

 大学見学受入 

県内外の高校 11 校から大学見学の受入を行った。 
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 大学案内等のダイレクトメール ，郵送など 

広報活動のためのツールとして,冊子体の大学案内を作成して,出前説明会等において配付した。さら

に,前年度と同様,過去３年間の入試において志願者のあった約 1,300 校の高校へ大学案内を郵送した。 

 

 ウェブサイト等による広報 

本学ウェブサイト等を活用し,受験者等への情報発信（LINE, Twitter 等の SNS を含む）を種々行っ

た。「入学者選抜に関する要項」や「学生募集要項」の発表,受験状況の公表のほか,2013 年度からは試

験問題及び解答例・評価のポイント,群馬大学入学者選抜における受験上の配慮内容,次年度以降の入試

の変更点を公表している。また,大手の受験産業が運営する進学情報サイト等に入試情報を掲載し,より

広範な広報活動を行った。 

加えて,本学に関する紹介動画を各種作成して,群馬大学公式チャンネル（YouTube）に掲載した。 

 

 学生広報大使による広報 

本学の広報活動を推進するため,学生ならではの視点を活かして広報活動の企画・実施に参画しても

らうことを目的として,2017年度から「群馬大学学生広報大使」の活動が行われている。2023 年度は,オ

ープンキャンパス及び 150周年記念事業への協力,夢ナビライブなどの進学イベントへの参加,大学説明

会への同行などの活動を行い,多くの高校生の共感を得た。 
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6 健康支援総合センター 

6.1 はじめに 

令和 5年度は，5月 8日に新型コロナウイルス感染症が感染症法の分類による 5類に移行したものの，

引き続き基本的な感染予防対策を継続することを前提としながら,健康支援総合センター（以下「セン

ター」という。）の活動・行事を行った。 

まず,センターの基本となる業務として,学生ならびに教職員の心身の健康の保持増進を図るため,学

生健康診断やその事後措置としての助言・指導,健康に関する相談対応,各種感染症の流行情報の把握と

予防教育活動及び健康に関連した調査や研究を行っている。大学を取り巻く環境が変化していく中で,

近年その活動は,以下の新たな 4つの点を中心に実施されてきた。 

1) 学内関連組織との円滑な連携に基づく学生の心身の健康に関する支援拡充 

2) 障害学生支援室との連携強化（平成 28年 4月障害者差別解消法施行） 

3) 学内外の医療・教育関係機関との連携による地域貢献活動の拡充 

4) 教職員のための産業保健活動の強化 

 

令和 5 年度は上記の点に加えて,上述の通り，新型コロナウイルス感染症の状況の変化に柔軟に対応

しながら，各種活動の日程や内容の変更，支援活動の拡充について随時関係者で検討しながら実施した。

以下に主な点を列挙する。 

① 対面型学生相談の再開：対面による学生相談を再開し，かつ，学生のニーズに合わせ（Google 

Formによる相談受付フォームを作成し，学生のニーズを把握）オンラインでの相談も継続し

た。 

② セルフケアスキル向上を目指した全 5回の学生向けセルフケアセミナーを企画，実施し，最終

回にはセンター教員も登壇し，学生や教員からのセルフケアに関する質問に答えながら対談形

式での情報提供を行なった。 

③ 群馬県内の大学等教育機関における学生・教職員の支援担当者に向けて，メンタルヘルスに関

する情報提供を継続的に行なった。「オープンダイアローグを大学へ」と称し「対話」の重要性

について体験するワークショップを開催した。 

④ 教職員の休職復職支援：センター教員が産業医として，教職員のスムーズな休職復職が可能に

なるよう継続的な面談を行い，産業保健活動に貢献した。 

 

6.2 令和 5年度実施事業 

 学生定期健康診断の実施 

コロナ禍以前に準ずる形で，対象者を全学生とし，「資料 8.1.32令和 5年度 荒牧・昭和地区学生定

期健康診断日程表」「資料 8.1.33令和 5年度 桐生地区学生定期健康診断日程表」に示す日程で実施し

た。受検状況は「資料 8.1.34令和 5年度 学生定期健康診断受検状況（荒牧・昭和地区）」「資料 8.1.35

令和 5年度 学生定期健康診断受検状況（桐生地区）」に示すとおりであった。学部学生の受検率は前橋

地区全体で 77.8％，桐生地区全体で 71.8％であった。1年生については，共同教育学部 100％，情報学
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部 89.4％，医学部医学科 94.2％，医学部保健学科 98.8％，理工学部 93.5％と良好であった。各検査結

果は「資料 8.1.36令和 5年度 学生定期健康診断結果」に示すとおりであった。要精検者については，

医療機関への紹介状を作成し，円滑な受診につなげ，その結果内容に応じて随時個別面談を行なった。 

 

 精神保健調査の実施 

例年,4月の健康診断時に精神保健調査（スクリーニング検査）を実施している。在学生については令

和 3年度より健康診断予約システムを用いて予約時にオンライン上で実施した。新入生については令和

3年度より Google Formを用いた質問票にオンライン上で回答する様式で実施し，令和 5年度からは在

学生と同様に健康診断予約システムを用いての回答とした。 

調査方法は，メンタルヘルス質問票 33項目を用い，抑うつ状態，気分変調，精神病像，食行動異常，

生活支障度，相談希望，既往歴についてスクリーニングし，面接の要否を判定した。要面接と判定され

た者に対して，センター医師により，対面またはオンラインで診断的面接を実施した。 

結果については「資料 8.1.37令和 5年度 精神保健調査結果」に示すとおりであった。要面接者は，

令和 2年度急増した新入生においては 2.1%と減少し，在学生においても 1.3%と例年並みになっていた。 

一方，精神科，心療内科等に通院歴のあるものの人数は，数年前に比べると倍以上に増加してきてい

る。また，発達障害を背景とした学生への対応件数も引き続き増加している。 

 

 

 学校生活に関する困りごと調査の実施 

例年,6 月に新入生を対象とした講義内で実施しているが,令和 2～4 年度は新型コロナウイルス感染

拡大の影響もあり，10月に Google Formを用いた質問票にオンライン上で回答する様式で実施した。令

和 5年度は，7月に新入生を対象とした講義内で周知した上で，引き続き Google Formを用いた質問票

にオンライン上で回答する形で調査を行なった。回答結果より「相談を希望する」「相談するべきかど

うか迷っている」と答えた学生に対し面接を勧めた。面接は，センター医師（講師）が担当した。結果

は「資料 8.1.38 令和 5 年度 新入生の「学校生活に関する困りごと調査」結果」に示すとおりであっ

た。 

 

 学生特殊健康診断の実施 

特殊健康診断の受診対象者は,「常時使用する労働者」であり,教職員,非常勤教職員であるが,学生も

実習や実験研究を通じて,教員等と同様の環境下にあることから特殊健康診断の対象とすることが必要

であると考えられる。このことから,平成 25年度より学生に対しても同健康診断を実施している。令和

5年度は,「リスク評価システムにおいてリスクレベル「ⅢＳ以上」と判断された理工学部 4年生及び理

工学府生」を対象に実施した。結果は「資料 8.1.39令和 5年度 学生特殊健康診断結果」に示すとおり

であった。受診者 78 名中，異常なし 76名，要経過観察者 2名，要精密検査者は 0名であった。要精密

検査の学生がいた場合には，医療機関を受診し必要な検査を受けるよう個別指導を行っている。 
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 外国人留学生健康診断の実施 

平成 21年度から感染性肺結核症の有無を検査するクォンティフェロン TBゴールド検査を実施して

いたが,平成 30年度より T-SPOT に変更して検査を実施した。令和 3年度からは新型コロナウイルス感

染拡大の影響を受け,新規の外国人留学生も少なく,T-SPOT 検査は実施せず,11～12月に胸部レントゲ

ン検査を実施した。結果は「資料 8.1.40令和 5年度 外国人留学生特別健康診断結果」に示すとおり

であった。 

 

 自殺予防対策ワーキンググループの活動 

令和元年に関係部局と連携して自殺予防対策ワーキンググループを立ち上げ，令和 2年度より随時事

例検討を重ね作成した「群馬大学自殺予防ガイドライン」の素案をもとに，支援担当者間での意見交換

を継続した。 

 

6.3 健康支援総合センター利用状況 

 利用人数及び件数 

センター利用人数は,1,250名（年間延べ人数）であった。からだの健康相談，こころの健康相談，

健康診断書の発行についての各件数を月別に集計した。結果は「資料 8.1.41令和 5年度 健康支援総

合センター利用状況」に示すとおりであった。健康診断書については，そのほとんどが自動発行のシ

ステムを利用して発行されており，所定の健康診断書への記入が必要であった 7件に関してはセンタ

ーで発行した。 

 

 健康相談の対応内容別件数及びカウンセリング報告 

健康相談を「からだの健康相談」と「こころの健康相談」に分けて月別に集計した。結果は「資料 8.1.42

令和 5年度 健康相談の対応内容」に示すとおりであった。さらに，こころの健康相談者数とその内容

については「資料 8.1.43令和 5年度 こころの健康相談者数」に示す。また，荒牧・桐生キャンパスで

の公認心理師による月別カウンセリング利用者数及び動機内訳を「資料 8.1.44 令和 5 年度 公認心理

師（非常勤）による心理カウンセリング報告」に示した。学生本人だけではなく，学生の家族や担当教

員との面談や電話・メールによる相談も随時実施した。対面での授業が再開されたことにより，授業の

合間の時間を使っての面談も多く，各キャンパス内で Zoom での面談やカウンセリングが受けられるよ

う，昭和キャンパスの学生健康相談室および学事・学生支援係，桐生キャンパス保健室の協力を得て部

屋を確保できるよう随時対応を依頼した。担当教員と学生との面談時でも，センターを利用すること，

セルフケアセミナーなどの研修を通じて，早期に相談することの大切さも伝えていることから，今後も

センターで受ける健康相談件数は増加することが予想され，センターの医師や公認心理師が対応する相

談やカウンセリングにかかる時間数の増加は避けられないと想定される。 

近年大きな課題となっている外国人留学生のメンタルヘルスサポートについては，令和 3年度は新型

コロナウイルス感染症対策のための出入国制限により，対応件数は一時的に減少したが，令和 5年度以

降急増することが予測されるため，GIC(グローバルイニシアチブセンター)の中の国際担当部門と連携
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に関する打ち合わせを行った。 

 

 

 疾病領域別利用者数 

疾病領域別利用者数を月ごとに集計した表を「資料 8.1.45 令和 5 年度 疾病領域別利用者数」に示

す。メンタルヘルスに起因する可能性のある症状に関連するものが圧倒的多数を占めた。相談希望者に

対して，センター医師・カウンセラーにより個別面談を行い,内容により必要に応じて近隣の医療機関

を紹介した。 

 

 診療科別医療機関紹介件数 

センターから他の医療機関への紹介件数は,延べ学生 66 件,教職員 8 件であり,結果は「資料 8.1.46

令和 5年度 診療科別医療機関紹介件数」に示すとおりであった。 

 

 薬剤別処方日数 

センターで処方した薬剤の量を投与日数で集計した。結果は「資料 8.1.47 令和 5 年度 薬剤別処方

日数」に示すとおりであった。 

 

 桐生地区・保健室利用状況 

桐生地区での保健室利用状況は,「資料 8.1.48 令和 5年度 桐生地区・保健室利用状況」に示すと

おりであった。 

 

 昭和地区・学生健康相談室利用状況 

昭和地区での学生健康相談室利用状況は,「資料 8.1.49令和 5年度 昭和地区・学生健康相談室利

用状況」に示すとおりであった。 

 

6.4 教育関連活動 

センターの医師は,教員として教養教育等の講義を担当している。新入生を対象とした教養基盤科目

のスポーツ・健康「健康教育」において，疾病対策及びメンタルヘルス不調対策として，それぞれ 90

分の講義を 5回（同一内容）行った。内科医からは「からだからのサインに気づく」と題して大学生

に必要となる日常に身近な疾病対策についての講義を行い，精神科医からは「精神の健康」をテーマ

に発達障害を含めたメンタルヘルス不調全般について講義を行った。上記講義の中で本センターのオ

リエンテーションも実施した。 

また，令和 6年 2月にはクラブサークルリーダー研修において，「酒とタバコ」に関する健康講話を

実施した。アルコールハラスメントの禁止を改めて強調した。 

更に，精神科医師は，非常勤講師として医学部医学科 3年生臨床行動科学講義「心の健康を保つに

は」を行った。 
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6.5 健康管理に関する調査研究活動 

群馬大学「性の多様性に関する学生意識調査」からみる SOGI への展開についての調査資料の検討を

行った。 

 

6.6 健康支援総合センター主催の委員会等 

下記の委員会等を主催した。 

1) 令和 5年度健康支援総合センター運営委員会（令和 5年 9月 25日，令和 6年 3月 17日） 

2) 令和 5年度群馬県内大学等メンタルヘルス研究会（令和 6年 2月 17日開催） 

「オープンダイアローグ（対話）を大学へ  対話の場を開くための工夫について「対話」してみ

よう」講師 森川すいめい 精神科医／鍼灸師／オープンダイアローグ国際トレーナー 

3) 群馬県内大学等保健管理担当者会議（9月 27日，令和 6年 1月 24日） 

群馬県内の大学,短期大学,高等専門学校の保健管理担当実務者及び事務担当者へのメール会議

を開催した。会議内容は,研究集会の報告,「健康ミニガイド」の作成,保健管理担当者へのアンケ

ート結果の報告などである。 

 

6.7 健康支援総合センターの全国会議等出席 

下記の全国会議等にセンターの教職員が出席し,最新の情報の収集を行い,センターの機能強化につな

げた。さらに関係大学との情報交換を行い,連携を深めた。 

 

1) 第 21回全国大学保健管理協会総会（ハイブリッド開催）：京都（6月 20日） 

副センター長が出席 

2) 第 61回全国大学保健管理協会関東甲信越地方部会研究集会（ハイブリッド開催）：昭和大学（7

月 27,28 日） 

副センター長，センター講師，公認心理師，看護師が出席 

3) 第 47回日本自殺予防学会総会（ハイブリッド開催）：大分県立看護科学大学(9月 15,16,17日) 

副センター長，センター講師が出席し，副センター長が「地方大学における学外機関との自殺予

防連携の試み」という演題で本学の自殺予防対策に関する発表を行った。 

4) 第 61全国大学保健管理研究集会：金沢大学（10月 4,5日） 

 副センター長，センター講師，看護師が出席 

5) 令和 5年度国立大学法人保健管理施設協議会総会：金沢大学（10 月 6日） 

 副センター長が出席 

6) 第 45回全国大学メンタルヘルス学会：札幌医科大学（12月 21,22日） 

 副センター長，センター講師が出席 

 

6.8 学内行事実施に伴う救護業務 
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下記の学内行事に教職員が救護活動を行った。 

・共同教育学部体育大会 

・関東甲信越地区国立大学法人等職員採用試験 

・情報学部第 3年次編入学試験 

・共同教育学部・情報学部オープンキャンパス 

・情報学部・社会情報学部スポーツ大会 

・共同教育学部,情報学部推薦入学試験 

・大学入学共通テスト 

・個別学力検査（前期,後期） 

 

6.9 出版・広報活動 

下記の出版,広報活動を行った。 

1) 「健康ミニガイド 2023～よりよいキャンパスライフを送るために～」を発行した。先に示した

群馬県内大学等保健管理担当者会議が,健康についての意識や知識を高めてもらうことを目的に

共同で作成した冊子であり,新入生に配布した。 

2) 「群馬大学 大学教育・学生支援機構報告書 健康支援総合センター」の令和 4年度の原稿を

作成して提出した。 

3) 群馬テレビ「ビジネスジャーナル」出演（副センター長） 

「職場のメンタルヘルス～産業医を知ろう！」9月１日放映 

4) 共著（副センター長）「シンプル衛生・公衆衛生学 2023」（南江堂）,2023年,東京 

5) 共著（副センター長）全国柔道整復学校協会監修「衛生・公衆衛生学 改訂第 6版第 9刷」（南

江堂）,2024年 2月,東京 

6) 監修（副センター長）「衛生テキスト」（日本バーテンダー協会）,2023年,東京 

7) NHK「ほっとぐんま 630」受験生の睡眠についての医学的助言，2024年 1月 16日放映 

8) 医療ポータルサイト「m3.com」地域ニュース，竹内一夫・群馬大学健康支援総合センター教授に

聞く◆Vol.１＆◆Vol.２，2024 年 1月 19日,26日付 

 

6.10 社会貢献活動 

センターの医師は,専門性を生かして下記の社会貢献活動を行った。 

【精神科医・教授（副センター長）】 

各種外部委員,嘱託医及び各関係機関からのコンサルテーション要請への対応 

令和 5年度 群馬地方労働審議会・会長代行（令和 5年 9月末に任期満了；令和 5年 11月 23日,

厚生労働大臣より感謝状を授与される） 

令和 5年度 群馬県障害者雇用対策プロジェクトチーム・座長 

令和 5年度 全国大学メンタルヘルス学会・理事 

令和 5年度 全国大学保健管理協会・評議員 
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令和 5年度 前橋市教育委員会学校問題対策委員 

令和 5年度 群馬産業保健総合支援センター・相談員 

令和 5年度 群馬産業保健総合支援センター・評価委員 

令和 5年度 群馬大学医学部非常勤講師（精神医学） 

令和 5年度 北関東医学会・評議員 

令和 5年度 群馬職域メンタルヘルス交流会・幹事 

そのほか群馬県医師会,各郡市医師会,群馬労働局,群馬県障害者職業センター,群馬労働基準協会

連合会,群馬産業保健総合支援センター,日本産業カウンセラー協会,日本バーテンダー協会など

の要請に応じて各種講演や講義を行った。 

 

【内科医・講師】 

嘱託医及び各関係機関からのコンサルテーション要請への対応 

令和 5年度 群馬地方労働審議会委員 

令和 5年度 高崎市乳幼児健診事業 内科診察及び発達・発育相談対応。 

令和 5 年度 群馬大学 性の多様性に関する基本的考え及び対応ガイドラインに基づく相談支援

員（にじいろライン相談員）として相談の初期対応を行い，必要な連携機関と対応について協議

する役を担った。 

 

6.11 産業保健活動 

産業保健活動に関しては人事労務課が統括しているが,平成 25年度途中から荒牧・上沖・若宮地区に

関しては,センター医師 2名（内科,精神科）が兼務する体制をとっている。昭和地区は非常勤産業医（精

神科）1 名が勤務しており,桐生・太田地区は桐生市医師会医師に依頼している。平成 27 年度にはこれ

らの産業医の意見を集約するための産業医部会が発足し,継続している。 

 

 安全衛生委員会 

荒牧及び若宮事業場はセンター医師（講師）が産業医として参加し,毎月の委員会中での職場巡視の

報告及び質疑応答を通じて,職場環境改善のための指摘を行った（１回／月,８月を除く。メール会議

の月もあり,その場合は資料を閲覧）。 

 

 職員の定期健康診断 

人事労務課からの依頼を受け,若宮事業場及び上沖事業場の職場健診における内科診察を行った。全

事業場に勤務する教職員の健診結果の判定及び個別結果の事後措置,医療保健相談についてはセンター

医師(講師)が対応した。 

 

 スタッフカウンセリング 

人事労務課に協力して,非常勤産業カウンセラー1 名を配置し,教職員のためのカウンセリングを実施。 
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6.12 通常業務以外の支援業務 

急増する外国人留学生の健康問題対応について, GIC(グローバルイニシアチブセンター)の中の担当

部門と支援に関する打ち合わせを行っている。 

また,現在全国の大学の保健管理部門が直面している，総務庁主導の PHR（パーソナルヘルスレコー

ド）事業について,第一人者である京都大学大学院医学研究科教授・石見 拓教授（本学医学部出身）

を招聘して,令和 5年 7月 25日に当センター内で「PHR構想に基づく学生健診等の医療データの標準化

について」という題名で指導助言講習会を行った（ハイブリッド）。 

 

6.13 健康支援総合センターの現状及び今後の方向性 

令和 5年度は,引き続き新型コロナウイルス感染症の予防対策を行いながら,通常の業務対応をコロ

ナ禍以前と同様に実施していくことを目標とした。さらにコロナ禍中に確立してきたオンラインによ

る活動を組み込みながら，日々の業務を遂行してきた。健康相談はコロナ禍発生前に比べて件数も急

増しており,また内容も学生生活から個人的な生活面，交友関係面へと幅も広がっており,かつ,日本語

が不得手で同国人の中でも孤立化している外国留学生の相談が増加するなど，複雑化している。ま

た，国際面では,ウクライナ情勢をめぐって受け入れを行っている留学生の健康面のサポートも担当し

ている。 

こうした中で,メンタルヘルス面では精神科,心療内科等に通院歴のある学生の人数が急増し,発達障

害を背景とした学生についても,本人からだけではなく担当教員やご家族からの相談を含めて増加して

いる。現在,日本自殺予防学会で発表を行ったように学外機関（医師会や日本自殺ゲートキーパー協会

など）との連携を推進しており,また,学内においても障害学生サポートルームやにじいろライン（性

の多様化に対応）, GIC(グローバルイニシアチブセンター)の国際部門担当部署などとの連携を深め,

慢性の人員不足による業務の錯綜を回避する努力を続けている。 

また,人事労務課管轄の教職員の健康問題についても,センター医師が産業医を兼任しながら対応し,

特にこの数年急増しているメンタルヘルス不調による休職者の対応などにも当たっている。 

ポストコロナ時代に入りつつある今,中・長期的な視点で,健康管理部門における支援体制の強化が

学内,学外から求められている。全学的な視野に立った,上述の脆弱部分の補強が,今後の優先事項では

ないかと考えられる。 
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7 教育改革推進室 

教育改革推進室は平成 28 年度概算要求「地域と連携した教育体制の整備と展開」が予算措置された

ことを受け，平成 28 年７月に，大学教育・学生支援機構の教育基盤センター及び教育企画室の改編と

ともに設置された。大学教育に関する，（1）教育実施体制及び教育方法，（2）地域と連携した教育，（3）

社会ニーズを踏まえた教育プログラム，（4）アクティブ・ラーニングに関する企画立案を行うことが業

務となっている。 

 

7.1 教育課程・学習成果に関する取り組み 

各講義，演習等が学位授与の方針であるディプロマ・ポリシー，教育課程編成・実施の方針であるカ

リキュラム・ポリシーと整合するように，かつ，学生が主体的に学ぶことができるような取り組みを進

めている。そのためにシラバス，カリキュラム・ツリー，カリキュラム・マップの点検を実施している。

また，学生が評価の観点毎に到達基準を把握できるルーブリックの導入，学生が振り返りを通して学修

目標を自覚し自学自習できるポートフォリオシステムの利用推進，学習の管理やレポート執筆に関する

フライヤーの作成，配布を行っている。 

各教員の講義，演習等に関する授業コンサルテーションを随時受け付けている。特に，オンライン授

業の効果的な方法，LMS（Learning Management System：学習管理システム）の一つである Moodleの利

用，アクティブ・ラーニングの推進についての相談活動を実施している。 

 

7.2 内部質保証に関する取り組み 

教育活動に関する適切な根拠（資料，情報）を収集するために，インスティテューショナル・リサ

ーチ（IR）を実施している。入学から卒業までの学生の GPA推移の分析，入試区分と GPAとの関係に

ついての分析，講義毎の成績評価分布の分析，履修パターンの分析等を行っている。また，分析結果

の一部を IRレターとして全学へ配布している。 

学習成果を把握する一環として，群馬大学全学学習ふりかえりアンケート調査（学部対象），群馬大

学全学卒業時アンケート調査（学部対象），群馬大学全学修了時アンケート調査（大学院対象）を毎年

実施している。なお，群馬大学卒業生・修了生就職先機関アンケート調査については３年毎に実施す

ることになっている。 

また，教育研究活動を推進，点検・評価する各学部・研究科等の組織―医学部医学科カリキュラム

評価委員会，医学部 IR室会議，数理データ科学教育研究センター運営会議／数理データ科学教育研究

センター構成員ミーティング，群馬大学データ利用倫理審査委員会，ぐんま未来学 WG，教育アセスメ

ント委員会，経営 IR 室会議，大学教育センター学部教務委員会，大学教育センター大学院教務委員

会，大学教育センター学部教務委員会教養教育部会―において，教育の PDCAサイクルを機能させる取

り組みについての専門的助言を実施している。来年度には理工学教育センター運営委員会に対する助

言を開始することを予定している。 

 

7.3 その他の取り組み 
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 ベストティーチャー賞 

ベストティーチャー賞は，教育実践に顕著な成果を挙げた教員に対して，その功績を表彰するとと

もに，受賞者による公開模擬授業を通して，本学の教員の意欲向上及び大学教育の活性化を図ること

を目的として，平成 18年度から実施している。各学部等より推薦された候補者から，審査委員会によ

る書面審査により学長賞及び優秀賞を選出した。 

 

 第 15回全学 FD連続講演会「大学教育のグランドデザイン」 

平成 21年度より実施している全学ＦＤ連続講演会を引き続き開催した。本年度は「生成 AIへの対

応～生成 AIについて理解を深め教育現場で利活用するために」をタイトルとして，群馬県庁の取り

組みについて群馬県知事戦略部デジタルトランスフォーメーション戦略課 Web３推進室長からご講演

いただいた。また，「生成 AI」の特徴や活用方法などについて数理データ科学教育研究センター中村 

賢治先生，共同教育学部紺谷正樹先生からご説明いただいた。 

 

 経済協力開発機構「社会情動的スキルに関する調査（SSES）」への協力 

経済協力開発機構が企画して世界各国で実施している 15 歳の生徒および教員を対象とした質問調

査「社会情動的スキルに関する調査（SSES）」へ協力した。社会情動的スキルとは非認知的スキルと

も呼ばれるもので,「目標の達成」（忍耐力，自己抑制，目標への情熱），「他者との協働」（社交性，

敬意，思いやり），「感情のコントロール」（自尊心，楽観性，自信）などに関するスキルのことであ

る。日本国内においては群馬県が調査へ参加していて，高等学校 79校の生徒約 3,000名，教諭約 500

名，校長 79名が調査の対象である。「クオリティ・モニター」として無作為抽出された高校を訪問し

て，回収されるデータの Consistency，Precision，Generalisability に関する査察を実施した。 
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 令和５年度 前期授業評価「学びのリテラシー（1）」集計表 

 



 

82 
 

資料編 

 

  



 

83 
 

資料編 

  

  



 

84 
 

資料編 

 

  



 

85 
 

資料編 

 

  



 

86 
 

資料編 

 

  



 

87 
 

資料編 

 

  



 

88 
 

資料編 

 令和５年度 後期授業評価「学びのリテラシー（2）」集計表 
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 令和５年度 前期授業評価（データ・サイエンス・オンデマンド）集計表 
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 大学院授業英語化推進部会の業務実施内容・スケジュール 
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 2023 前期 英語化アンケート集計結果 
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 2023 後期 英語化アンケート集計結果 
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 2023 授業の英語化のための FDセミナーポスター 
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 2023 授業の英語化のための FDセミナー実施報告 
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 表１ プレイスメントテスト結果推移 
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 図１ TOEIC-IP結果 

 

 

 表２ Can-do Statement 

 

  

 

Learning Attitudes 

1.  I can participate actively in English lessons. 英語の授業へ積極的に参加できる。 

2.  I can cooperate with my classmates using only English. 英語だけを使って、クラスメイトと協力できる。 

3.  I can participate actively in English discussions. 英語で議論に積極的に参加できる。 

4.  I can appreciate and accept the opinions of other people. 他者の意見を尊重し、受け入れることができる。 

5.  I can understand and take responsibility for my roles in tasks and activities. 活動の中で、それぞれが果たすべき役割を理解し、自ら行動に移すことができる。 

Problem-Solving Skills 

6.  I can discuss and identify existing problems about a topic.  あるテーマに関して話し合い、問題・課題を見つけることができる。 

7.  I can work actively with others to make a plan for problem-solving tasks.  問題解決に向けての過程を他者と協働し、計画することができる。 

8.  I can analyze data from a variety of (on-line and paper-based) sources. 様々な文献から得たデータを分析できる。 

9.  I can make recommendations based on data.データに基づき、解決策を推奨できる。 

English Skills 

10. I can read English quickly and understand the content.  英語を素早く読み、内容を理解できる。 

11. I can read approximately ... words per minute. 私は１分間に…語読むことができる．①100 語以下 ②150 語程度  ③200 語程度  ④250 語以上    

12. I can take useful notes from written and spoken English resources. 英語で話されたり、書かれた内容から重要な情報を書き留めることができる。 

13. I can organize my ideas well for a particular audience in written English. 英語で自分の考えを構成し、読み手を意識しながら書くことができる。 

14. I can ask and answer questions in an English conversation. 英会話において質問をしたり答えたりできる。 

15. I can discuss and explain life-related topics in English. 英語で自分の身近なことを議論したり説明したりできる。 

16. I can answer questions in English and give additional information when appropriate. 状況に応じて情報を補足し、適切に英語で答えることができる。 

17. I can share my ideas and give my opinion confidently in English. 自分の考えを共有し、英語で自信を持って意見を述べられる。 

18. I can think critically and express my own opinions regarding social and cultural issues in English. 社会的・文化的な事柄に関して、英語で批判的かつ論理

的に考え、英語で意見を述べることができる。 

19. I can present a specific topic confidently in English (e.g., Poster, PowerPoint, Video).英語であるテーマについて自信を持って発表できる。 

20. I can listen, understand, and give my opinions about an English presentation.他者の英語による発表を聞いて、内容を理解し、英語で意見を述べることができる 
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 図２ Can-do Statement 2023 年度入学生の１年間での変化 

 

 

 図３ 課題テスト結果推移 

2023 年 4月 15日実施  ・155名受験（3名欠席） 

平均点（100点満点） 

 2921年度 

(156名受験) 

2022年度 

(157名受験） 

2023年度 

（156名受験） 

全体 69 ６４ ６０ 

物質・環境類 68 ６３ ５９ 

電子・機械類 69 ６5 ６０ 
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 表３ 各学期の開講科目一覧と週当たりの授業回数 

前期   計 17コマ／週 後期   計 17コマ／週 

科目名 授業回数／

 

 

科目名 授業回数／

 

 
初級１ ４ 初級１ ４ 

初級２ ４ 初級２ ４ 

初級３ ３ 初級３ ３ 

初中級 ２ 初中級 ２ 

中級会話 I １ 中級会話 II １ 

中級聴解 I １ 中級聴解 II １ 

中級総合 I １ 中級総合 II １ 

上級 I １ 上級 II １ 

 

 表４ 日本語補講授業時間割 

1－2限 8:40～10:20 

3－4 限 10:20～11:50 

5－6 限 12:50～14:20 

7－8 限 14:30～16:00 

9－10 限 16:00～17:30 

 

 表５ 各授業の概要 

初級１ 日本語の音声・文字～初級前半の内容を総合的に学習する 

主教材：いろどり生活の日本語 入門 

初級２ 初級半ばの内容を総合的に学習する 

主教材：いろどり生活の日本語 初級Ⅰ 

初級３ 初級後半の内容を総合的に学習する。 

主教材：いろどり生活の日本語 初級Ⅱ 

初中級 初級修了程度のレベルで日本語の運用力の向上目指して学習する 

中級会話 I・II 中級レベルで「話す」技能向上を目指して学習する 

中級聴解 I・II 中級レベルで「聞く」技能向上を目指して学習する 

中級総合 I・II N2 受験レベルで学修上必要な日本語の基礎力向上を目指し学習す

る 

上級 I・II N2 以上レベルで学修上必要な日本語運用力の向上を目指して学習

する 
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 表６ 2023年後期日本語補講登録者アンケート結果 

授業レベルは 

どうですか。 

難しい 少し難しい ちょうど 

よい 

少し簡単 簡単 その他 

0 3 25 4 2 0 

0% 9% 71% 11% 6% 0% 

教材レベルは 

どうですか。 

難しい 少し難しい ちょうど 

よい 

少し簡単 簡単 その他 

0 1 26 5 1 1 

0% 3% 74% 14% 3% 3% 

授業進度は 

どうですか 

速い 少し速い ちょうど 

よい 

少し遅い 遅い その他 

0 3 25 4 2 0 

0% 9% 71% 11% 6% 0% 

先生の教え方

はどうですか。 

とても 

わかりやすい 

わかりやすい 問題は 

ない 

わかり 

にくい 

とても 

わかりに

くい 

その他 

12 12 8 0 0 2 

34% 34% 23% 0% 0% 6% 

日本語のクラ

スは,あなたの

日本語力を伸

ばすのに役立

っていると思

いますか。 

とても 

役に立つ 

役に立つ どちらとも 

いえない 

役に 

立たない 

全く 

役に 

立たない 

その他 

16 15 2 ― ― 1 

46% 43% 6% 0% 0% 3% 

 

上記設問の「その他」の自由記述欄の回答 

・教材レベルはどうですか  I think it is better to add kanji 

・先生の教え方はどうですか It depends on teacher.   

・日本語クラスは～役に立っていますか In this course help me lots to improve my speaking, 

listening, reading ability but I think we need to practice more kanji for real life. 

 

その他,授業の改善を望む点や要望,日ごろの授業への感想,先生へのコメントがあれば自由に書い

てください。 

Please feel free to write any other points you would like to see improved, requests, 

impressions of the class, or comments on the teacher. 

・As a student major in engineering, we might not have enough time for language learning. 

The only aim of us is to acquire some language ability as soon as possible. I think the 

biggest problem needed to be handled is how to make the language become as simple as 

some formulas. I know it is very hard. But we lack time. We should not learn a new 

language as a baby, even though this style is the most useful one for language acquiring. 

In China, we learn language at a very fast step: memorize all grammar rules as soon as 

possible, memorize words as more as possible, then we can repeat the process of making 

sentence and practice day-by-day. But now, we just remember only a few pieces of 

grammars and cannot make some sentence with practical meaning in our lab life. The 

communication could not continue because we cannot understand the sentences said by 

Japanese colleagues. So, we have to get back to English conversation. During this, we 

might gradually lose our patience and passions for learning Japanese. I think grammar 

rules and vocabulary should be the focus of the class, we should memorize all of them 

as soon as possible. Practice could mainly be finished in our daily lab life. We need 

to conquer the nervousness of speaking Japanese; we need to conquer the fear of making 
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false sentences; we need to make the Japanese more efficient than English for us. 

・授業の進度がちょっと遅いです。授業のたびに,先生が学生に前回の文章を読んで復習させまし

たが,それはちょっと時間がかかるので,そして長い文章なので,何回も読んだことがあります。

学期の半分が過ぎましたが,最初の文章が終わったばかりです。 

・始めて長い記事を読みながら,詳しい説明があって,よかったです。 

・I have no complaints at all. If possible, I would like to adjust the number of class 

hours to 1 hour/class 

・Include class session on new vocabulary 

・very good 

・For the final test, it might be helpful if students take an exam similar to the JLPT 

test. 

・先生方の辛抱強いご指導ありがとうございました。日本語の試験問題の分析内容を入れてほしい

です。例えば,一段階の勉強を経て,N5-N1 の試験に合格できたかどうかを評価して,一段階の目

標を達成した達成感が得られるかもしれません。 

・教え方やテキストの内容は満足していると思います。しかし,時間帯についてちょっと都合が悪

いです。水曜日は 1-2限しか授業がないので,日本語の授業を 9-10限から 3-4 限か 4-5限に変更

することは可能でしょうか。 

・I am still learning and the pace is good for me. I enjoyed the kanji sessions last 

semester and am also looking forward to seeing more kanji sessions. The kanji sessions 

helped me incredibly! 
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 表７ 大学間・学部間協定校一覧（2023 年度時点で締結済みのもの） 

【大学間協定校】 

 No. 国 大学名 締結日 

  1 中国 西安交通大学 20210412 

  2 中国 廈門大学 20200429 

  3 中国 瀋陽化工大学 20200129 

  4 中国 大連医科大学 20100104 

  5 中国 大連理工大学 20070130 

  6 中国 大連工業大学 20200129 

  7 中国 中国科学院過程工程研究所 20190227 

  8 中国 重慶交通大学 20090325 

〇 9 中国 海南大学 20230413 

  10 韓国 嶺南大学校 20200201 

  11 韓国 釜山大学校 20230414 

  12 韓国 建国大学校 20191009 

  13 韓国 ソウル大学校 20081027 

  14 台湾 東海大学 20200212 

  15 台湾 国立台北教育大学 20180205 

〇 16 台湾 国立虎尾科技大学 20230613 

  17 フィリピン フィリピン大学マニラ校 20190108 

  18 モンゴル モンゴル国立医科学大学 20210705 

〇新規 19 モンゴル モンゴル生命科学大学 20230802 

  20 マレーシア マラ工科大学 20210120 

  21 インドネシア パジャジャラン大学 20150420 

  22 インドネシア インドネシア教育大学 20230401 

  23 シンガポール 南洋理工大学 20150320 

  24 タイ チェンマイ大学 20171030 

  25 タイ 泰日工業大学 20171030 

〇新規 26 タイ キングモンクット工科大学トンブリ校 20230420 

〇新規 27 タイ ランシット大学 20230912 

  28 タイ ラジャマンガラ工科大学イーサン校 20231211 

  29 スロベニア リュブリャーナ大学 20080919 

〇 30 イタリア フィレンツェ大学 20230509 

  31 アゼルバイジャン バクー国立大学 20191030 

  32 チェコ オストラバ工科大学 20240229 

  33 リトアニア ヴィータウタス・マグヌス大学 20181022 

  34 英国 キール大学 20231018 

〇 35 米国 サンディエゴ州立大学 20230831 

  36 米国 ニューヨーク州立大学ストーニブルック校 20140829 

  37 米国 ピュージェット・サウンド大学 20230411 

〇新規 38 米国 ハワイ大学マノア校 20230710 

  39 ニカラグア ニカラグア国立自治大学 20170110 

  40 オーストラリア ウーロンゴン大学 20140715 
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  41 オーストラリア ディーキン大学 20230303 

 

【学部間】 

 No. 学部 国 大学名 締結日 

  42 共同教育 中国 浙江工業大学 20170510 

  43 共同教育 韓国 大邱大学 20160329 

  44 共同教育 ベトナム ハノイ教育大学 20170208 

  45 共同教育 米国 ミズーリ州立大学 20150219 

  46 共同教育 米国 モアヘッド州立大学 20151216 

  47 共同教育 米国 フォートルイス大学 20180426 

  48 共同教育 米国 アダムス州立大学 20190218 

  49 情報 台湾 世新大学 20230713 

  50 情報 ハンガリー カーロリ・ガーシュパール・カルビ

ン派大学 

20231024 

  51 情報 ポーランド ヤギェウォ大学 20120329 

  52 情報 クロアチア ザグレブ大学 20230602 

  53 情報 リトアニア ヴィリニュス大学 20190403 

  54 医学 インドネシ

ア 

スリウィジャヤ大学 20191226 

  55 医学 フランス モンペリエ大学 20170410 

  56 医学 米国 ワシントン大学 20020402 

  57 医学 コロンビア サバナ大学 20040420 

  58 保健 中国 北京協和医学院 20181230 

  59 保健 韓国 仁濟大学校 20190328 

  60 保健 インドネシ

ア 

イスラム・サルタン・アグング大学 20201117 

  61 保健 ニュージー

ランド 

オタゴ大学 20171101 

  62 理工 中国 中国鉱業大学 20220309 

  63 理工 中国 西南交通大学 20090701 

  64 理工 中国 河北工業大学 20220222 

  65 理工 中国 揚州大学 20170515 

  66 理工 中国 厦門理工学院 20200831 

  67 理工 中国 天津大学 20141107 

  68 理工 中国 江蘇科技大学 20220309 

  69 理工 中国 中国科学院 20220715 

〇 70 理工 中国 山東大学 20230920 

  71 理工 中国 蘇州大学 20180214 

  72 理工 韓国 ソウル科学技術大学校産業大学院 20150501 

  73 理工 韓国 慶熙大学校工科大学 20210705 

  74 理工 韓国 忠南大学校 20150811 

  75 理工 台湾 義守大学 20140527 

  76 理工 台湾 国立勤益科技大学 20150430 

  77 理工 台湾 国立陽明交通大学 20180102 

  78 理工 台湾 国立中央大学 20180108 

  79 理工 インド ヒンドスタン大学 20180605 

  80 理工 インド チトカラ大学 20180606 

  81 理工 マレーシア マレーシア国立大学 20200528 
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  82 理工 マレーシア パハン大学 20160410 

  83 理工 マレーシア マレーシアマラッカ技術大学 20180912 

  84 理工 マレーシア モナシュ大学マレーシア校 20230214 

  85 理工 マレーシア マレーシア科学大学 20230210 

  86 理工 ベトナム ハノイ工科大学 20080123 

  87 理工 ベトナム FPT 大学 20190801 

  88 理工 ベトナム トュイロイ大学 20221122 

  89 理工 ベトナム 通信郵政学院 20220701 

〇 90 理工 インドネシ

ア 

バンドン工科大学 20240322 

  91 理工 インドネシ

ア 

ジャカルタ州立大学 20160713 

〇 92 理工 インドネシ

ア 

スマトラ工科大学 20230826 

  93 理工 バングラデ

シュ 

ダッフォディル国際大学 20190208 

  94 理工 バングラデ

シュ 

ダッフォディル国際大学 20190208 

  95 理工 バングラデ

シュ 

クルナ工科大学 20221215 

  96 理工 バングラデ

シュ 

ノアカリ科学技術大学 20220430 

  97 理工 パキスタン イスラミア・バハーワルプル大学 20221219 

  98 理工 タイ マヒドン大学 20220222 

  99 理工 タイ チュラロンコン大学 20220808 

  100 理工 タイ カセサート大学 20220126 

  101 理工 タイ ラジャマンガラ工科大学 20201220 

  102 理工 フランス モンペリエ国立高等化学大学院 20170120 

〇 103 理工 フランス IPSA 高等科学技術学院 20230424 

〇 104 理工 フランス ESIEE パリ 20230704 

〇新規 105 理工 ルーマニア クルージュナポカ工科大学 20231030 

  106 生体調節研究

所 

中国 内蒙古大学 20220615 

  107 生体調節研究

所 

中国 湖南大学 20220818 

  108 生体調節研究

所 

中国 首都医科大学 20221012 

  109 医学部附属病

院 

中国 中日友好病院 20160121 

  110 重粒子線医学

研究センター 

中国 浙江省腫瘍医院 20230508 

  111 重粒子線医学

研究センター 

韓国 韓国原子力医学院 20200420 

  112 重粒子線医学

研究センター 

韓国 ソウル国立大学 20210611 

  113 重粒子線医学

研究センター 

韓国 KAIST 情報技術統合研究所 20181213 

  114 重粒子線医学

研究センター 

韓国 大邱カトリック大学校 20200327 

  115 重粒子線医学 韓国 延世大学校 20200925 
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研究センター 

  116 重粒子線医学

研究センター 

韓国 高麗大学 20230615 

  117 重粒子線医学

研究センター 

インド タタメモリアルセンター 20210909 

  118 重粒子線医学

研究センター 

ドイツ ドイツ重イオン研究所ヘルムホル

ツセンター 

20200327 

  119 重粒子線医学

研究センター 

ドイツ ハイデルベルグ大学 20180726 

  120 重粒子線医学

研究センター 

オーストリ

ア 

ウィーン医科大学 20140414 

  121 重粒子線医学

研究センター 

米国 マサチューセッツ総合病院 20180628 

  122 重粒子線医学

研究センター 

米国 メイヨークリニック 20081023 

  123 重粒子線医学

研究センター 

米国 デキサス A&M 大学 20170728 

  124 未来先端研究

機構 

オーストラ

リア 

クイーンズランド大学 20230227 

〇新規 125 理工 オーストラ

リア 

ディーキン大学工学部 -  

ダブルディグリープログラム（博

士） 

20230620 
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